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　（２）　ｒ第３世代」への移行とＩ　ＢＭ社をめぐる競争状況

　◎　集積回路（ＩｍｔｅｇｍｔｅＯ　Ｃ皿ｃｍｔ；ＩＣ）の開発

　すでにのべたように，コソピ ュータの歴史は，さらに１９６０年代半ぱになると ，

その論理素子としてこんどはそれまでのトラソジスタにかわって集積回路が使

用されるようになり ，いわゆる「第３世代」に移行していくことになった 。

　ここでも，この コソピ ュータそのものの新しい「世代」の展開を説明するに

先立って，まずそのような「世代」交替をすすめた集積回路の開発についてか

んたんにみておく 。

　集積回路とは，いうまでもなく ，電子回路を組むに際して必要な種々の素子，

すなわちトラソジスタをはじめ，ダイオード，コソデソサ，低抗などの素子お

よび配線を数ミリ角の基板（普通，シリコソ基板）の上に埋め込んだ回路部品で

ある 。

　すでに（１）でみたように，電子回路におげる能動素子，すなわち増幅デバイス

として，真空管にかわって固体素子，トラソシスタが　般的に使用されるよう

になってくるのは１９５０年代半は以降のことであ ったが，このような固体素子と

してのトラソジスタの技術的な発展が進むにしたがって，さらにこのようなト

ラソジスおよびその他の回路構成素子を１つの固体の上に集合して一体化した

部品にしようとする動きは，電子回路そのものの発展が求める省エネルギー 化，

小型化，そして技術的信頼性の高度化といった要請から，自ずから出てくる方

向であ った 。

　このような集積回路についての概念は，すでに，トラソシスタが誕生して問

もない１９５２年に，イギリス王立レータ研究所（Ｒｏｙａ１Ｒａｄａｒ　Ｅｓｔａｂ１・ｓｈｍｅｎｔ）のタ

マー（Ｄｕｍｍｅｒ，Ｇ　Ｗ　Ａ）によっ て提起されていた。かれは，同年，ワンソト

ソで行われた電気部品会議（Ｅ１ｅｃｔｎｃ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ＥＣＣ）で
，レ＿タ

部品の信頼性についての論文を報告したが，その中で，つぎのようにのべて ，

のちの集積回路の可能性を予言した 。

「トラソジスタやその他一般の半導体デバイスの出瑚こより ，今や配線用ワイヤを

　　　　　　　　　　　　　　（６１０）
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　　使わないで固体プ ロック内に形成された電子装置を頭に描くことができる。このプ ロ

　　ックは，絶縁体，導体，整流器，増幅器などの層からなる。その電気的た機能は，各

　　層から接続用の領域を直接引き出して各々接続することによりたされる。」（城阪俊吉

　　ｒニレクトロニクスを中心とした年代別科学技術史』２０８ぺ一ジ，『目経エレクトロニ

　　クス ・フソ クス　　 エレクトロニクス５０年史と２１世紀への展望』２３１ぺ一ジ 。）

　しかし，この当時には，まだ技術的な制約から，この着想は実現されえなか

った 。

　その後，とりわげ軍事的な方面から電子回路の電子部品の超小型化，信頼性

の高度化への要請が高まっ てくることにたり ，そのためのさまざまな研究が軍

関係の研究所やその委託を受けた企業ですすめられた
。

　そのような状況の中で ，１９５８年末，当時 ソリコソ ・トラ：／ンスタ市場をはぼ

独占していたテキサス ・イソスソノレメソソ 杜， 通称ＴＩ杜（ＴｅｘａｓＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ
，

Ｉｎｃ）の若い技術者キノレヒー（Ｋ・ｌｂｙ，Ｊ　Ｓ）が！リコソの結晶基板の上に何回か

の不純物拡散処理を行うことによっ て， 同じプ ロセスでトラソジスタ，ダイオ

ード，コソデソサ，低抗，配線などを形成することに成功した 。

　キ ノレヒー は， 大学卒業後，１９４７年ラソオの大手部品メーカーであったクロー

フ・ ユニオン杜（Ｇｒｏｂｅ　Ｕｎ１ｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ）のセソトララホ部門（Ｃｅｎｔｒａ１ａｂ　Ｄ１－

ｖｉｓｉｏｎ）でエレクトロニクス研究の経歴を開始した。１９５２年，かれはベノレ研究所

のトランジスタ ．セミナーにグ ローブ ・ユニオソ杜を代表して同僚と参加した

が， それ以降トラソジスタ研究に強い興味をもつことにた った。しかし，この

研究に必要た資金の点で同杜に見切りをつけ，１９５８年５月，新たにＴ　Ｉ杜に入

杜した 。

　Ｔ　Ｉ杜に入杜した年の夏，キノレビーは，電子回路全体を１個の半導体（シリ

コソ基板）の上でつくり上げる集積回路のアイデァを考えついた。かれはＴ　Ｉ

杜に入る前のグ ローブ ・ユニオン杜セソトララボ部門で担当していた小型補聴

器の開発の経験から，半導体材料でトラソジスタ ，コソデンサ，低抗などを容

易に製造できることを知っていた。問題は，そのような個々の素子を１個のシ

リコ：■基板の上に形成できるかどうかであ った 。

　キルビー は・ １９５８年９月にまず回路作成に手づくりを加えながらも，とにか

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６ユ１）
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くすべての回路がシリコソで構成された位相差発振器をつくることに成功した 。

そしてさらに同年１２月には，Ｔ　Ｉ杜がそれまでに獲得していたフォトニッ チソ

グ技術を使って１枚のシリコソの上に必要な回路素子を同時に作成することに

成功した。こうして成功した「固体回路（Ｓｏ１・
ｄ－Ｓｔａｔｅ　Ｃ・ｒｃｕ・ｔ）」，すなわち集積

回賂は，１９５９年２月，キノレビーの名で特許申請され（１９６４年に認可）・また３月

には当時のラジオ技術者協会（Ｔｈｅ　Ｉｎｓｔ・ｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｒａｄ・ｏ　Ｅｎｇｍｅｅｒｓ　ＩＲＥ），のちの

電気
・電子技術者協会（Ｔｈｅ　Ｉｎｓｔ・ｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅ１ｅｃｔｒ１ｃａ１ａｎｄ　Ｅ１ｅｃｔｒｏｎ１ｃｓ　Ｅｎｇｍｅｅｒｓ

ＩＥＥＥ）のショ ウに展示され，反響を口乎んだ 。

　しかし，キルピーの開発した集積回路は，素子問の相互千渉が強かったこと ，

素子間の接続を金の細線による外部配線によっ ていたこと，などのために生産

性と信頼性に難問をかかえていた 。

　このようたＴ　Ｉ杜キルヒーの集積回路の問題点を解決し，集積回路に信頼性

と量産化への道を開いたのは，１９５７年に発足したぱかりのフェ アチャイ
ノレド ○

セミコソダクタ杜（Ｆａ１ｒｃｈ１１ｄＳｅｍ１ｃｏｎｄｕｃｔｏｒ，Ｉｎｃ　Ｆａ・ｒｃｈ１１ｄＣａ皿ｅｒａａｎｄＩｎｓｔｒｕ－

ｍｅｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎの子会杜として出発）の研究開発部長ノイス（Ｎｏｙｃｅ・Ｒ　Ｗ）で

あっ た。 １９５９年はじめのことであ った 。

　ノイスは，すでに則年の１９５８年，同じフェ アチャイ ノレト ・セミコソタクタ杜

のホール ニ（Ｈｏｅｍ１ Ｊ　Ａ）が開発していた！リコソ ・プレーナ ・トラソシスタ

の技術（Ｐ１ａｎｅｒ　Ｐｒｏｃｅｓｓ）を用いて，信頼性の高い集積回路の量産技術の基礎を

確立した 。

　１９５８年ホール
ニによっ て開発されたシリコソ ・プレーナ ・トラソジスタの技

術というのは，シリコソ基板を コレクタとし，これを熱酸化して表面に酸化層

（Ｓｉ０２層）をつくり ，これを拡散マスクとして用いる技術であり ・この酸化層

にフォトエッ チソグ法によっ て窓孔をあけ，この窓孔から拡散を行い，１工程

の拡散が終るごとに，ふたたびシリコソ表面に酸化層を形成させるプ ロセスで

ある。こうして，べ一ス層，エミッタ層と，必要回数順次上面から選択拡散を

繰り返えしていくことによっ てトラソジスタが構成されることになるわげであ

る。 これは半導体史上，画期的た技術であ って・これによっ てトラソジスタの

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６１２）
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量産技術が確立することにな った 。

　ノイスは，この技術をさらに集積回路技術に応用した。かれは，このプレー

ナ・ トラソジスタ技術を使ってシリコソ基板上にそれぞれ独立した素子を多数

配置し（各素子間の独立化は，Ｐｎ 接合分離，絶縁分離などにょる），さらにこれらの

素子間の必要個所を絶縁層を介Ｌて配線接続する技術を確立したわげである
。

これによっ て， 電子回路の信頼性を高めるためのもっとも大きた問題点であ っ

た外部配線が不要化されることになり ，あわせて集積回路の量産化への道が開
　　　　　　　　　９）
かれることにな った 。

　こうして，１９５８～５９年にキノレヒーとノイスによっ て開発された集積回路は ，

以後早速に工業化がすすみ，１９５０年代においてトランジスタが真空管にとっ て

かわったと同じように，１９６０年代になるとこんどは集積回路が単体としてのト

ランジスタにとっ てかわることにな った。いわゆる「集積回路の時代」が到来

することになったわげである 。

　このような電子回路テハイスの新たな「世代」交替，コンピ ュータにとっ て

の論理素子の「世代」交替の経過をアメリカの場合について数量的にみてみる

と， 先に掲げた表２９に示されているとおりである
。

　表に示されているように，トラソジスタおよびその他の半導体デバイスの生

産は１９６０年代半ぱになると成長が鈍化してくることになるが，他方このころか

ら集積回路の生産が急ピヅ チで成長したことにな っている。ここには，上にの

へたような電子回路テハイスのｒ世代」交替の様子が端的に示されている 。

　　９）以上，集積回路の開発遇程については，菊池誠『半導体』Ｖ章，関英男ｒ電気

　　　 の歴史』１２８～１３２べ一ジ，城阪俊吉『エレクトロニクスを中心とした年代別科学

　　　技術史』２０８～２１１べ一ジ，ｒ目経エレクトロニクス ・ブ ックスーエレクトロニ

　　　 クス５０年史と２１世紀への展望』第５章，『ニュートソ』第１巻第２号 ，４０～４７ぺ

　　　 一ジ，などを参照 。

　　　Ｉ　ＢＭシステム３６０の導入と「第３世代」への移行

　以上のようにして，単体としてのトラソジスタにかわって新たに登場してき

た集積回路は，１９６０年代に入って，とりわげその半ば以降，かつてトラソジス

タがそうであったと同じように，こんどはトランジスタにかわってさまざまな

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６１３）
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電子機器に導入されていくことになったが，それが コソピ ュータの新しい論理

素子として使用されるようになり ，　「第３世代」の コンピ ュータが登場するこ

とになるのは，１９６５年のことであ った。１９６５年５月から８月にかけてＩ　ＢＭ杜

は， それまでの製品体系を一新するＩ　ＢＭシステム３６０（３６０シリーズ）を世に

出し始めたが，これが史上最初の集積回路を採用した コソピ ュータとな った

（ただし，ここで使用された集積回路は今目のようなモノリシック集積回路ｍｏｎｏ１ｉｔｈｉｃ

ｃ１ｒｃｕ１ｔｒｙではなく ，混成すなわちハイブリソト集積回路ｈｙｂｒ１ｄ　ｃ１ｒｃｕ１ｔｒｙであ ったが ，

この点についてはあとで言及する）。 これまでみてきたように，Ｉ　ＢＭ杜は結果的

には「第１世代」，「第２世代」いずれにおいてもンェァ７０％という圧倒的な市

場支配を確立してきたが，それらの各ｒ世代」コソピ ュータのパイオニァ機種

の導入に際しては，いずれもレミソトソ ・ラソド杜ないしスベリー・ ラソド杜

の後塵を拝してきた。しかし，こうしてｒ第３世代」の開始に至って，はじめ

てＩ　ＢＭ杜はそのバイオニァ機種の導入においても主導権を握ることにた った

わけである 。

　この，「第３世代」を拓くことになったンステム３６０は，発表をはさむ前後

４年間に，開発費，生産準備費，レソタル資金，販売費などをあわせて５０億ド

ル（当時の邦貨で１兆＆０００億円）を要した超弩級の製品計画であ った（開発費だ

げで５億ドルを要したといわれている）。 第２次大戦中に原子爆弾をつくり出した

かのマソハヅ タソ計画（Ｔｈｅ　Ｍａｎｈａｔｔａｎ　Ｐｒｏ］ｅｃｔ）でもアメリカ政府が投入した

費用は２０億トノレであったから，それはこれを上回わる規模のものであり（その

問のイソフレを考慮しても十分上回わると考えられる），またそれは当時アメリカ政

府がすすめていた宇宙開発計画の１年間の総投資額に匹敵するものであ った 。

したが って，それは民間企業の製品計画としては空削のものであり ，もし失敗

すれぱＩ　Ｂ１〉［杜を破綻に追い込みかねない，杜運をかげた巨大プ ロジ ェクトで
　　ユ０）
あつ た。

　このような巨額の資金を投入したノステム３６０は，１９６４年４月発表され ，

１９６５年５月より出荷が開始されたが，それはそのような巨大投資にふさわしく ，

論理素子を担う電子回路テハイスの新展開のみにととまらない，画期的た内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６１４）
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をもつものであ った。１９６４年，その発表に際して，当時の会長ワトソソ２世は ・

「Ｉ　ＢＭシステム３６０は従来のデ ータ ・プ ロセスの概念に画期的な新次元をひ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
らく ，Ｉ　ＢＭ５０年の歴史において最も重要な新製品の発表である」と表明した

が， 結果としてみても，それは文字どおりそのような意義をもつものであ った ・

　システム３６０がもっ ていた画期的内容は，要約すれぱ，つぎのようなもので

あっ た。

　まず第１は，それが「第３世代」を拓くものであったということからあきら

かなように，論理素子として集積回路を導入していたということである。ただ ・

この点で注目されるのは，のちにものべるように技術上の理由から供給体制が

問にあわなくなることを懸念して，集積回路の今目の　般的たタイプであるモ

ノリノヅク集積回路を使用せず，トラソソスタからそれへの過渡形態であるハ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
イフリヅト集積回路を使用するにととまっ ていたということである・しかし ・

モノリノヅク集積回路の導入は必然の発展方向であり ，まもなくＲ　ＣＡ杜が

完全なモノリ ＝■ヅク集積回路採用の コソピ
ュータＳｐｅｃｔｒａ７０ノリースを発表

（１９６４年１１月）するに及ぴ，Ｉ　ＢＭ杜もモノリノソク集積回路への移行を考えざ

るをえなくなるのであるが，実際にそれが実現されるのは，１９６９年に出される

システム３６０モデノレ８５や２５においてであ った 。

　ノステム３６０の画期性の第２は，それが コンピ ュータ事業にはじめて単一製

品ライソ
概念（Ｓｍｇ１ｅ　Ｐｒ・ｄｕｃｔ　Ｌ・ｎｅ　Ｃｏｎｃｅｐｔ）を導入したということである。先

に掲げた図１（本稿（１），本誌，第３１巻第４号 ，８２～８３ぺ一ジ）をみるとわかるよう

に， Ｉ　ＢＭ杜は１９５３年の７０１の導入以降，１９６０年代前半までに超大型，大型か

ら小型までのそれぞれのクラ刈こ独自の銘柄の機種を導入し，幅広い製品構成

をもつようにな っていたが，それらはそれぞれ独立性の強い別女の技術グ
ノレー

プによっ て開発された個性的な製品であり ，したがってシステム３６０導入まで

のＩ　ＢｌＶ［杜の製品構成は，そのようたバラバラに導入された，相互に互換性を

もたない多様な機種のよせ集めであ った。これに対して・システム３６０は・こ

のようなよせ集め的なそれまでの製品構成を統一的な製品構想の下で再編成し ・

単一の製品ライソの下で各 レベノレの機種（それらは３６０シリーズ ・モデル３０・４０な

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６ユ５）
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どのように呼ぱれている）を設定していこうとするものであった。このような単

一製品ラインないしシリーズという製品構成についての考え方は，現在ではＩ

ＢＭ杜のみではたくコソピ ュータ事業に普通のことにたっているが，ノステム

３６０の導入はこのような概念の登場を意味するものであ った。ここにシステム

３６０の第２の画期的な意義があったということである 。

　第３の・システム３６０の画期性は，第２の点のもっとも重要た内容にかかわ

ることであるが，シリーズを構成する機種問に完全な利用互換性の達成がめ

ざされたということである。このために必要なことは，システム３６０の全機種

に共通する単一のオペレーティソク ・ンステム（Ｏｐｅｒａｔ１ｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ　ＯＳ）を開発

することであ った・オペレーティソグ ・システムとは，演算処理装置，記憶装
置， 入出力装置などのハードウニア資源，および各種のブ 回グラムやデータな

どのソフトウエア資源を制御 ・管理し，それらを矛盾なく ，効率よく利用でき

るようにし利用者に使いやすく ，汎用性と拡張性のあるコンピ ュータ ．シス

テムを提供する目的で構成されるプ 肩グラム ・モジ ュールとデータの集合体で

あるが，このようなオペレーティソク ・ンステムがンステム３６０の全機種に一

本化されたかたちで提供されることが必要であ った。しかし，この点は開発が

計画より大幅におくれ，１９６６年，最終的には２種類のオペレーティソグ ・シス

テム，すなわち小型から中型の機種に使われるデ ィスク ・オペレーティソグ ・

システム（ＤＯＳ）と，大型機種に使われるより精巧なオベレーティソグ ・シス

テム ．３６０（ＯＳ３６０）とを提供することによっ て処理されることにな った。こ

うして，システム３６０は当初計画したように全機種に共通の単一のオペレーテ

ィソク ・ンステムを実現することにはたらなかったが，その方向をかなりの程

度まで実現したのであり ，それは以後の コソピ ュータ事業の展開において，シ

リース全機種に体系的たンステム ・コソトローノレ ・プ ロクラムを準備するとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
う製品思想を導入させることになった 。

　１０）Ｗ１ｓｅ・Ｔ　Ａ ・ＩＢＭ’ｓ＄５，０００，ＯＯＯ，０００Ｇａｍｂｌｅ，Ｆｏ伽吻，Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ１９６６ ，

　　　Ｐ．１２０ ．

　１１）Ｗ１ｓｅ・Ｔ　Ａ ，Ｔｈｅ　Ｒｏｃｋｙ　Ｒｏａｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｍａｒｋｅｔｐ１ａｃｅ，亙ｏ物吻，Ｏｃｔｏｂｅｒ１９６６ ，

　　　Ｐ．１３８ ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６１６）
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１２）主パシニ＞集積回路とは，１個の半導体基板の上に電子回路を構成する各種

　の素子，すなわちトラソジスタ ，ダイオード，コンデソサ，低抗など，および配

　線をフォトェッチソグ技術によって一体的に埋め込んだ集積回路である・これに

　対して ，ハイブリッド（混成）集積回路とは，まず基板に膜技術を利用して コソ

　デソサ，低抗などの受動素子や導電体を作り入り込み，それにあとからトラソジ

　スタや別の集積回路を接着し，配線して作られた集積回路である。以上，中原紀

　　『Ｉ　Ｃ教室』１９７４年，目本放送出版協会，第３章，垂井康夫『Ｉ　Ｃの話　　 トラ

　ソジスタから超Ｌ　Ｓ　Ｉまで』１９８２年，目本放送出版協会，１２５～１３４ぺ一ジを参

　照 。

１３）以上，Ｉ　ＢＭシステム３６０の導入と「第３世代」への移行，システム３６０の特徴

　については ，Ｂｕｒｃｋ，Ｇ ，Ｔｈｅ ・Ａｓｓａｕ１ｔｇ　ｏｎ　Ｆｏｒｔｒｅｓｓ　ＩＢＭ・Ｆｏ伽〃８・Ｊｍｅ１９６４ ・

　Ｗ１ｓｅ，ＩＢＭ’ｓ艦５，０００，０００，ＯＯＯ　Ｇａｍｂ１ｅ，一Ｆｏ伽犯２
，Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ１９６６，Ｂｒｏｃｋ

，

　丁肋２　ひ 、Ｓ，　０ｏ刎ク〃〃工〃６〃ｓかツ，ｐｐ
．１６－２１，Ｓｏｂｅ１，工Ｂ１レ７－０ｏＺｏｓｓ〃ｓ加丁閉〃ｓ〃｛ｏ椛 ，

　Ｃｈａｐ１Ｏ上掲邦訳，第１０章，北正満「Ｉ　ＢＭは不死鳥か（４）　研究開発の企業

　化」『コソピュートピア』１９７０年７月号，北正満『Ｉ　ＢＭの挑戦　　コソピュー

　タ帝国Ｉ　ＢＭの内幕』１９７８年，共立出版，第３章，『目経エレクトロニクス ．フ

　　ヅク　　 エレクトロニクス５０年史と２１世紀への展望』第７章，２７３～２７７ぺ一ソ ，

　などによる 。

　　　システム３６０の開発過程（１）

　以上のような画期的た内容をもち，コソピ ュータ「第３世代」を拓くことに

たっ たシステム３６０への歩みがＩ　ＢＭ杜内で始まるのは，まだ「第２世代」コ

ソピ ュータが軌道にのり出して問もない，１９６１年ごろからのことである ・

　このころからＩ　ＢＭ杜がシステム３６０へ向げての開発計画をすすめ始めるに

ついては，つぎのようなＩ　ＢＭ杜内外のいくつかの事情が存在していた 。

　まず第１は，すでに０でのべたように，コソピ ュータの論理素子を変革する

新しい電子回路デバイス，集積回路が１９５０年代末から登場し始め
・１９６０年代に

入っ て軍事用や宇宙開発用をはじめさまざまな分野で実用化されてきていたと

いうことである。１９６０年代はじめはまだ「第２世代」が始まったばかりの時期

であ ったが，主要な コソピ ュータ企業は，この集積回路がまもなく「第２世

代」に終えんを告げ，新しい コソピ ュータ「世代」を拓くものであることを理

解しており ，そのための技術開発の方向をさぐり始めていた・そして・ＩＢＭ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６１７）
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杜もまた当然その例外ではありえなかった 。

　第２は・やはり１９６１年ころ，当時「第２世代」コンピ ュータの代表機種であ
り， Ｉ　ＢＭ杜 コソピ ュータの切り札であ った１４００シリーズに対して，ハネウェ

ル杜がそれに正面から対抗する有力機種の開発をすすめていることが業界であ

きらかになりつつあったということである。それは，１４００シリーズと互換性を

もっ ており ，価格は１４０１とほぽ同じであるが，バフォーマソスはそれよりはる

かにすぐれたものであるということであ った。Ｉ　ＢＭ杜は，これに対して何ら

かの対応をとることが必要となってきていた 。

　１９６０年代はじめにＩＢＭ杜がシステム３６０に結実する新しい開発計画をすす

め始めることになった第３の事情として，さらにＩ　Ｂｌ〉［杜内の組織的な事情が

あっ た。

　すでにみたように，当時Ｉ　ＢＭ杜は「第２世代」コソピ ュータとして大型ク

ラスの７０００シリーズと中 ・小型クラスの１４００シリーズという２大シリーズをも

っていたが，組織的にみてみると，これらの２つのシリーズはそれぞれデータ

・ノステムス 事業部（Ｄａｔａ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｄ・ｖ・ｓ・ｏｎ）とゼネラノレ ・ブ ロタクソ 事業部
（Ｇｅｎｅｒａ１Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｄ１ｖ１ｓ１ｏｎ）という別々の事業部が担当することになっていた

（この点については，本稿（３），本誌，第３２巻第２号，〔２〕を参照）。 このようた事業部

分担体制は，当初はシリーズ間の上下境界がはっきりしていたため，スムース

に機能していた。しかし，１９６１年に入るころから，いずれの事業部においても

シリーズの追加新機種を計画し始めることになり ，それらが７０００シリーズの下

位機種（７０４０のような）と１４００！リースの上位機種（１４１０や１４６０のような）のとこ

ろで互にぶつかり合う状況が生じてきていた。このような状況の下では，２つ

の事業部の分担体制は互に技術開発を競いあって力を強めあうよりは，互に足

を引 っぱりあう方向に作用し始めており ，放置すれば，このような状況がます

ますすすむことがあきらかになりつつあ った 。

　もう１つのＩ　ＢＭ杜内の組織的な事情として，Ｉ　ＢＭ杜本体と海外子会杜

ＩＢＭワーノレト ・トレート杜（ＩＢＭＷｏｒ１ｄＴｒａｄｅＣｏｒｐ０ｆａｔ１ｏｎ）との関係があ った 。

１９５０年代後半以降，Ｉ　ＢＭ杜本体の成長と足並みをそろえてＩ　ＢＭワーノレド ・

　　　　　　　　　　　　　　　　（６ユ８）
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トレード杜も成長を続けてきていたが（１９６０年には，後老がＩ　ＢＭ杜全体に占める

比重は売上高で２ひ６労，純利益で２２－６％）
，　 この中でしだいにＩ　ＢＭワールド ．ト

レート杜は生産と研究開発の自立的な力量をもつようになり ，独自の コソピ ュ

ータを開発するようにな ってきつつあ った。そして，このような・とくにヨー

ロッバ市場向けに開発された機種をアメリカ本国にも出荷したいという意向を

もつようになりつつあ った（たとえぱ３０００シリーズと呼ぱれた小型 コソピュータの

場合）。 このような事態もＩ　ＢＭ杜内の組織問競争を激化させ，対外的競争力

を拡散させる危険をはらむものであ った 。

　Ｉ　ＢＭ杜は，先にのべた第１ ，第２のような自らを取りまく市場および技術

状況の中で新たな競争力を彩づくっ ていくために，さらに上のような内部の組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
織的な問題を合理的に解決する道を探らなげればならたいところにきていた ・

　このような状況の中で，杜長ワトソソ２世と，当時２大 コソピ ュータ ・シリ

ースの担い手，テータ ・ノステムス事業部とゼ不ラル ・プ ロタクソ事業部を統

括する副杜長兼事業部クノレープ担当役員（Ｖ・ｃｅ　Ｐ・ｅｓ・ｄｅｎｔ　ａｎｄ　Ｇｒｏｕｐ　Ｅ
．ｅｃｕｔ．ｖｅ）

の立場にあ ったリアソソ（Ｌｅａｒｓｏｎ，Ｔ・Ｖ）は，問題の解決のためには・上の２

つの事業部を協力させて，新しい電子回路技術にもとづく単一ライソの製品を

つくり出す以外にないと考えるに至っていた 。

　しかし，上の２つの事業部ではそれぞれ独自の製品計画かすすめられようと

していた。とくにテータ ・！ステムス事業部では
，１９６１年・１９５５年以来すすめ

られてきた超大型 コソピ ュータＳＴＲＥＴＣＨ（７０３０）が出荷７台までで事実上柵

上げにされたあと，新たな製品計画としてそれまでの７０００シリーズにかわる

８０００シリーズ言十画が登場してきていた 。

　しかし，この８０００シリーズは論理素子としては旧来どおり単なるトラソジス

タを使った「第２世代」コソピ ュータであ った。テータ ．／ステムス事業部は ，

それは１９６８年までもちこたえられるコソピ ュータであると主張していたが，リ

ァソソには，それはすく・にも時代遅れにたる旧来技術にもとづいた・一時しの

ぎの コソピ ュータにしかみえなかった。さらに他方でゼネラル ・プ ロダクツ 事

業部の方は，現有の１４００シリーズがやはり１９６８年ごろまではもつものと考えて

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６１９）
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その追加機種を計画していたから，もし，テータ ・システムス事業部で８０００シ

リーズを出せば・Ｉ　Ｂｌ〉［杜におげる機種の重複と混乱はますますひどくたる可

能性があった。ワトソソとリアソソからすれぱ，まずたによりもそのような野
放図な機種の増殖（ｔｈｅ　ｐｒｏ１・ｆｅｒａｔ・ｏｎ　ｐｒｏｂ１ｅｍ）をストツ

プさせることが緊要であ

った 。

　そこで・８０００シリーズの開発計画は１９６１年５月廃棄され，これにかえて，リ

ァソソは新たにＮＰＬ（Ｎｅｗ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｌｍｅ）と呼ぱれる開発計画を２つの事業

部の協力の下にすすめさせることにした。しかし，この新開発計画は参加スタ

ッフ間の意見の対立がきびしく ，はかぱかしく進展したかった 。

　リァソソは・これを促進するため，１９６１年１０月，さらにＮＰＬに関係する杜

内の各部門の代表者から成る特別委員会を設置した。この特別委員会は，その
呼称Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｍｇ，Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｅｎｇ１ｎｅｅｍｇ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔの

頭文字をとっ てＳＰＲＥＡＤと呼ぱれた。しかし，この委員会においても当初作

業はたかなかうまく進展しなかった。最初この委員会の委員長にすえられたの

がゼネラノレ ・プ ロダクツ事業部副部長（Ｖ・ｃｅ　Ｐｒｅｓｌｄｅｎｔ）のハソストラ（Ｈａａｎｓｔｒａ
，

Ｊ　Ｗ）であったが・かれは自分の事業部が開発した１４００シリーズの先行に自信

をもっ ていたので，もし実現すれぱそれを大傲こリブレースすることになる新

製品ライソ計画には積極的に取り組もうとしたかったからである 。

　まもなくリアソソはハソストラを更送し，後任に，しばらく前にゼネラノレ ・

プ回タクソ事業部のプ ロセシソグ ・システムス部門のマネシャーからテ＿タ ．

システムス事業部の企画 ・開発部門の責任者に転じていたヱバソス（Ｅｖａｎｓ，Ｂ

Ｏ・）を起用した・そして，ＳＰＲＥＡＤ委員会はこのエバソスの下で急ピ ッチに

作業をすすめ・１９６１年１２月 ，８０べ一ジから成る１つの報告書をまとめ上げた 。

そこには・のちにシステム３６０として実現されていくＮＰＬの開発戦略がつぎ

のよう淀内容で提示されていた 。

　第１に・ＮＰＬは，最新の技術，すなわち論理素子として集積回路を使用し

たものでたげれぱならない 。

　第２に・ＮＰＬは，従来のように各機種連絡のないものではなく ，互換性の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２０）
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あるものとし，全体が１つのシリーズ，すなわち単一製品ライソにまとめ上げ

られなげれはたらない。それと同時に，ＮＰＬは単に従来の１４００ノリーズと

７０００シリーズをリブレースするだげにとどまらたいで，従来のそれらのシリー

ズの上下の範囲を越えたものとされたげれほたらない 。

　第３に，ＮＰＬは，事務用と科学技術用の両方に広く応用のきく ，真の意味

での汎用性をもっ たものとされなげれぱたらない。このような汎用性を実現す

るために，各機種は種々のサイズの コア ・メモリーを利用できるようにされた

げれぱならない 。

　第４に，ＮＰＬにおいては，入出力装置やその他すべての周辺装置について

も， シリーズを構成するどの機種にも接続できるように，イソターフェイスの

標準化が実現されなげれぽたらたい 。

　以上が，ＳＰＲＥＡＤ委員会の報告書が提示したＮＰＬ，すなわちシステム３６０

の開発戦略の基本点であ った 。

　ところで，このＳＰＲＥＡＤ委員会の報告書がはらんでいたもっとも重要なポ

イソトの１つは，こうして新しく計画されるシステム３６０は
，従来の１４００シリ

ーズおよび７０００シリーズのいずれとも互換性を持たないかもしれないというこ

とであ った。この点は，実際には特殊な装置やプ ログラムを用意することによ

って解決されることになったのであるが，当初は重要な間題点となり ・とくに

従来のンリーズを担当する２つの事業部のンステム３６０計画への低抗の根拠と

なっ た。 もし，従来のシリーズとシステム３６０との間に互換性がなげれば・シ

ステム３６０が出たとたんに従来の「第２世代」コソピ ュータは，それが出てま

だ問もないのに，ただちに時代遅れとたり ，新揚納入台数は急激に減り ，レソ

タノレ料も大幅に改訂せざるをえなくたるという懸念であ った 。

　しかし，このようた懸念にもかかわらず，ワトソソとリアソソは，全杜をあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
げてのシステム３６０計画の推進に踏み切っていった 。

　　１４）以上，Ｓｏｂｅ１，ヱＢ〃一０ｏＺｏｓ洲加丁７舳肋ｏ〃，ＰＰ
・２１２－２１５： 上掲邦訳 ，２５９～２６６

　　　ぺ一ジ 。
　　１５）以上，ＮＰＬ（Ｎｅｗ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｌｉｎｅ），すなわちシステム３６０計画の策定に至る

　　　過程については，Ｗ１ｓｅ，ＩＢＭ’ｓ＄５
，０００，０００・０００Ｇａｍｂ１ｅ　Ｆｏプ考舳・Ｓｅｐｔｅｍｂｅｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２１）



　６４　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

　　　 １９６６
・ＰＰ

・１２２－１２３，２２４－２２８，Ｓ・ｂ・１
，明．・

批， ＰＰ
．２１６－２１９

．

　＠　システム３６０の開発過程（２）

　こうして・ＮＰＬ計画・すなわちシステム３６０計画は，１９６２年に入って具体

的に歩み出すことにた った。計画では，ノステム３６０はまず６つの機種　　そ

れらはモテル３０・４０・５０・６０・６２・７０として発表されることになる　　から構

成されるものとされ，それぞれの開発 ・製造が傘下の各研究 ・製造所に割り当

てられた・すたわち６機種のうち上位機種４つがテータ ・システムス事業部の

ポーキープンー（Ｐｏｕｇｈｋｅｅｐｓ１ｅ，Ｎ　Ｙ）研究 ・製造所に，モテノレ３０がゼネラノレ ・

プロタクソ事業部のエソティコット（Ｅｎｄｌｃｏｔｔ，Ｎ　Ｙ）研究 ・製造所に，そして

モデル４０がイギリスのハーズレイ（Ｈｕｒｓ１ｅｙ）研究所に，それぞれ分担させられ

た・ そして・１９６２年の末には，これらの機種の発表を１９６４年の第１ ・４半期に

開始して・１９６５年３月には最後の発表を終えるというスケシ ュールが決められ
岩１

　しかし・このシステム３６０開発計画が展開していくプ ロセスではさまざまた

問題が生ずることにた った 。

　その第１は・基本技術にかかわる点であるが，論理素子として集積回路を使

うにしても・当時の技術的た発展段階では，その最先端のモノリ！ツク集積回

路を使用するか，トラソシスタからモノリ！ツ ク集積回路への発展の過渡形態

とみられるハイブリッド集積回路を使用するかという問題であ った。いうまで

もなく ・技術的た発展方向としてはすでにモノリ！ツク集積回路への展開が当

然のこととして見通されていたが，実際にＩ　ＢＭ杜内でのそれの技術的な成熟

状況および量産体制の準備状況を考えたとき，まだ不安を残しており ，製品の

信頼性の確保を至上命令とするとした場合，それを導入すべきかどうかという

問題であ った 。

　この間題については，すでに１９６０年前後から集積回路の導入を検討する
ロソ

ック委員会（Ｔｈｅ　Ｌｏｇ１ｃ　Ｃｏｍｍ１ｔｔｅｅ）が設置されていたが，１９６１年，この委員会
は， 上のような理由から，杜内ではソリッド ・ロ ジック ・テクノロ ジー（Ｓｏ１ｉｄ －

Ｌｏｇ１ｃ　Ｔｅｃｈｎｏ１ｏｇｙ）と呼んでいたハイフリット集積回路を使用するという決定

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２２）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５）（坂本）　　　　　　　　　　　　　６５

を下していた・これに対しては・杜内でも技術者サイドで強い反対があ った 。

その有力者の１人に，かつて「第１世代」７００シリーズの設計に貢献し，１９５５

年一たんＩ　ＢＭ杜を去ったが，１９６０年ＮＰＬ計画推進のために再びＩ　ＢＭ杜に

復帰し，実際にシステム３６０の設計の中心人物であ ったアムダーノレ（Ａｍｄａｈｌ
，

Ｇ． Ｍｌ．）がいた。コソピ ュータの天才児といわれたアムダーノレはすでに技術的に

先がみえているハイフリット集積回路の採用に反対であ った。しかし，ワトソ

ソとリァソソはハイフリット集積回路の方向でいくことに意思を固めていた
。

　しかし・モノリノヅ ク集積回路の導入は時代の流れであり ，Ｉ　ＢＭ杜がノス

テム３６０を発表してまもたく ・１９６４年１１月Ｒ　ＣＡ杜が完全たモノリノヅク集積

回路採用の コソピ ュータＳｐｅｃｔｒａ７０シリーズを発表し，これをきっ かげにし

て他のメーヵ一もモノリ ：■ソク集積回路採用の コンピ ュータを発表する動きが

出てき仁このため・Ｉ　ＢＭ杜もモノリ ：■ソク集積回路への移行を考えさるを

えなくなるのであるが，実際にそれが実現されるのは，１９６９年に出されるシス

テム３６０モデル８５・２５においてであり ，それが全面的に導入されるのは１９７０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
年代に入って登場するシステム３７０においてである

。

　ところで・こうしてＩ　ＢＭ杜がシステム３６０に採用したのはハイブリッド集

積回路であ ったが，集積回路の採用はいずれにしても，それまでの単なるトラ

ンジスタやその他の回路素子の供給体制とは質のちがう部品供給体制の整備が

必要であ った。それまでは必要な回路素子の生産を大部分テキサス ・インスッ

ルメソッ杜に依頼していたが，集積回路になると，回路設計そのものが コソピ

ュータの心臓部についてのノウハウに属することから考えると，それを外部生

産に依拠することは企業にとっ てはのぞましいことではなく ，自家生産に踏み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ８）
切らざるをえなくなってきていたということである 。Ｉ　ＢＭ杜は，ｒ第２世代」

までは回路部品を外部から購入する，いわぱ単なる組み立てメーヵ一でよか っ

たのであるから・集積回路を採用する「第３世代」からは回路部品をも自家生

産する・一貫メーヵ一に発展せざるをえなくな ってきたわけである 。

　Ｉ　ＢＭ杜は・すでに１９６０年に既存の部品製造部門を統合して部品事業部

（Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ　Ｄ１ｖ・ｓ・ｏｎ）を設置していたが，これは上のような方向にマヅ チする

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２３）
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ものであ った。この部品事業部に，新しい集積回路の製造 ・供給の任務が与え

られることにな った。しかし，これに対しては，それまで部品調達について裁

量権をもっ ていたテータ ・ンステムズ事業部とゼネラル ・プ 回タクツ事業部か

ら激しい不満が出されることにた った。部品事業部の設置と権限強化は，それ

まで両事業部がもっ ていた自立性，とりわげ都品買い付けの自由裁量権を大き

く制約すると考えたからである。しかし，ＩＢＭ杜トッ プ・ マネジメソトは

１９６２年都品事業部に１億ドルを超える予算で，新しい製造所の建設と自動製造

　　　　　　　　　　　１９）
設備の導入を認めていった 。

　システム３６０の開発をすすめる過程では，このような，旧来からの組織体制

と新しい計画の推進体制との問の摩擦は，この他にもいくつも生じてきていた 。

　その１つに，ヨーロッパを市場べ一スとするＩ　ＢＭワールド ・トレード杜と

アメリヵを市場べ一スとするＩ　ＢＭ杜本体との関係があった。ワトソソ２世の

弟， アーサー Ｋ． ワトソソが率いる海外子会杜Ｉ　ＢＭワーノレド ・トレード杜は

すでに１９５０年代後半よりずっと独自の製品ライソをもつことを志向してきてお

り， 当初はシステム３６０計画に対しても，それはアメリカ本国向げの製品ライ

ソだということで消極的な態度をとっ ていた。しかし，先にのべたように，シ

ステム３６０の開発には ヨーロッバの研究所もその重要な一環を担当するように

組織されていたこと，また１９６３年には親会杜Ｉ　ＢＭ杜からジ ョーソズ（Ｊｏｎｅｓ ・

Ｇ． Ｅ、）がＩ　Ｂ１〉［ワールド ・トレード杜の杜長に送り込まれ，他方アーサー Ｋ．

ワトソソが会長になると同時に，親会杜Ｉ　ＢＭ杜の上級副杜長（１９６６年には取締

役会副会長）に就任するという人事交流が計られたこと，などによっ て親 ・子両

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
杜問の一体化がすすめられることにた った 。

　もう１つの間題は，ンステム３６０計画の推進に対するゼネラル ・プ ロタクツ

事業部の対応の問題であ った。すでにのべたように，この事業部は当時Ｉ　ＢＭ

杜のドル箱で，データ処理機器関係の収入の３分の２を生み出す１４００シリーズ

を擁しており ，その将来についても１９６８年ごろまではもつという強気の見通し

をもっ ていたので，それを一き ょにリブレースすることにたるシステム３６０計

画には反対であ った。とくに当時ゼネラノレ ・プ ロダクソ 事業部都長（Ｐｒｅｓ・
ｄｅｎｔ）

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２４）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５）（坂本）　　　　　　　　　　　　６７

に就いていたハソストラは一貫してシステム３６０計画に反対してきており ，１９６３

年に至っても，自分の事業部の担当しているモテノレ３０は１４０１のプ ログラムを読

めないということで，１４０１の展開機種である１４０１－Ｓを提案してきていた。し

かし，まもなく ，「読み取り専用」の記憶テバイス（“
ｒｅａｄ－ｏｎ１プ ｓｔｏｒａｇｅ　ｄｅｖ・ｃｅ）

を使用することによっ てモデノレ３０は１４０１と互換性を確立しうることがモデル３０

の試作機の実験によっ て証明された。これによっ てこの件は結着がつげられ ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
ハソストラもシステム３６０計画への反対の根拠を失うことにたった 。

　こうして，１９６１年以降，ＩＢＭ杜は，新しい製品開発計画についての意見の

相違や旧来からの組織体制と新しい製晶開発の推進体制との問のさまざまな摩

擦を調整しながら，システム３６０の開発をすすめてきていたが，１９６３年も後半

になると，その発表を急がなげれはならないようた事情が生じてきていた 。

　その第１は，主力製品ライソ１４００ンリースおよび７０００ンリーズが出荷開始以

降すでに３年以上を経過し，１９６４年には４年目を迎えようとする状況の中で ，

その製品ライフサイクノレ もそろそろ成熟期に入ろうとするきざしが感じられて

きつつあったことであるが，さらに直接的にＩ　ＢＭ杜に衝撃を与えた事晴は ，

１９６３年後半に相ついで行われた コソトロール ・データ杜（ＣＤＣ）とハネウェノレ

杜の新製品の発表であ った 。

　１９６３年８月 ，コソトローノレ ・データ杜は，同年出荷を開始して好評を得てい

た超大型 コソピ ュータＣ　Ｄ　Ｃ３２００についで，さらにそれの１５倍の演算速度をも

つ当時世界最強の超大型科学研究用 コソピ ュータＣＤ　Ｃ６６００を発表した。Ｉ　Ｂ

１〉［杜は，先にふれたようたＳＴＲＥＴＣＨ コソピ ュータ（７０３０）の失敗以後，こ

のようた超大型 コソピ ュータの領域に積極的ではなく ，当時システム３６０計画

の中にもＣＤ　Ｃ６６００クラスに対応する機種の開発は予定されていなかったが ・

このＣ　Ｄ　Ｃ３２００の成功と６６００の発表はＩ　ＢＭ杜にこのクラスの機種の開発を再

考させる契機と旋った 。

　しかし，Ｉ　ＢＭ杜にとっ てンステム３６０の発表を急がせる最大の直接的な契

機となったのは，１９６３年１２月，ハネウェノレ杜の１４０１市場への挑戦機種Ｈ－２００の

発表であ った（１９６４年３月出荷開始）。 このＨ－２００は，まだ集積回路を導入して

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２５）
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いない「第２世代」の コソピ ュータであ ったが，すでに予想されていたように ，

１４００シリーズのプ ログラムを コソバートできるＬｉｂｅｒａｔｏｒ と口乎ばれるプ ログラ

ムをもっ ており ，価格は１４０１とほぽ同じであったが，パフォーマソスは１４０１よ

りはるかにすぐれたものであ った。すなわち，１４０１が１６，０００キャラクタ ．メモ

リーと１１．５マイクロセカソドのアクセス ・タイムを提供したのに対して，Ｈ －

２００の方は６５，０００キャラクタ ・メモリーと１マイクロセカソドのアクセス ・タ

イムを提供できることになっていた 。

　このＨ －２００は，そのバフォーマソスの優位性と１４００シリーズからの コソバー

ショソの容易性，そして発表から出荷までの期間が短かかったこともあって爆

発的な人気を乎ぴ，発表から６週問のうちに４００台の注文を受げることにな っ

た。 そして，そのうちのほとんどは１４０１からのリプレースであ った。もはや ，

１４０１市場が不安定なものとなったことはあきらかであった。このような状況に

直面して，Ｉ　Ｂ１〉１杜は自己の市場の崩壊を防くために，ンステム３６０の発表を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
１目も急がなげれぱならないことになったわげである 。

　こうしてンステム３６０の発表が急がれてくる中で，ンステム３６０は準備され

ている６つの機種を同時に発表するという方針が固められた。これによっ て，

こんどのＩ　ＢＭ杜の新製品計画の全体像とその画期性を一度にユーザーに理解

させ，ユーザーにＩ　ＢＭ杜 コソピ ュータの導入 ・展開計画の将来的な見通しを

立てやすくすることができると考えられたからである 。

　システム３６０発表の最終決定は，１９６４年３月１８ ・１９目の，会長ワトソソ，杜

長ウィリアムズ（Ｗｉｕｉａｍｓ，Ａ．Ｌ．１９６１年就任）ほか３０人のトッ ブ・ マネジメソト

が集った最後のｒリスク ・アセスメント会議（６ｒ・ｓｋ－ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ” ｓｅｓｓ１ｏｎ）」で下

された（ちなみに，この会議には，一貫してシステム３６０計画に低抗していたハソスト

ラは欠席した）。 そして，１９６４年４月７目 ，３０，４０，５０，６０，６２，７０という ，互

い互換性のある６つのモデルから構成されるシステム３６０が，アメリカの６２の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
主要都市と海外の１４の都市で同時記者会見を行って正式発表された 。

　１６）Ｗ１ｓｅ，Ｔｈｅ　Ｒｏｃｋｙ　Ｒｏａｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｍａｒｋｅｔｐ１ａｃｅ，Ｆｏ伽閉，Ｏｃｔｏｂｅｒ１９６６，Ｐ１４２

　１７）以上，論理素子技術の問題については，Ｗｉｓｅ，卯．６
狐， ＰＰ

．１３９－１４２，Ｓｏｂｅ１
，

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２６）



　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５〕（坂本）　　　　　　　　　　　　６９

　　　朋〃＿ＣｏＺｏｓｓ〃ｓ伽〃舳ｓ肋ｏれ
，ＰＰ

．２２６－２２８： 上掲邦訳，２８０～２８３ぺ一ジ・北正

　　　満「Ｉ　ＢＭは不死鳥か（４）一研究開発の企業化」ｒコソピュートピア』１９７０年７

　　　月号，４３べ一ジによる 。

　１８）　 この点について ，ワトソソ杜長はつぎのようにのべている 。

　　　　　「集積回路の生産にはきわめて多くの，企業独自の情報が込められている 。

　　　　もし私たちがそれを自ら行わないとすれぽ，私たちは自分の事業のいくつかの

　　　　もっとも大切なものを他杜にもらしてしまうことになるであろう 。私たちはそ

　　　　んなことをするつもりはたい。」（Ｗｉｓｅ，ｏ２・６狐・ Ｐ・ １４２
・）

　１９）以上，都品供給体制の問題については，Ｗｉｓｅ，０
ク． ６払，ｐ

．１４２，北正満『Ｉ　Ｂ

　　　Ｍの挑戦』５２～５３ぺ一ジ，による 。

　２０）Ｗｉｓｅ，ｏク． ６狐，ｐ
．１４３

．

　２１）Ｗｉｓｅ
，卯．６狐，ＰＰ

・１４３，１９９・２０１－２０５
・

　２２）以上，コソトローノレ ・データ杜，ハネウェ ル杜の動向については
，Ｗｉｓｅ，０

力・

　　　 。払，Ｐ．２５１，Ｂ…ｋ，丁加岨Ｃ・妙肋・〃的・ＰＰ
・９３－４４・Ｓ・ｂ・１・・

ク・ ・｛ム
・

　　　 ＰＰ．２２７－２２８： 上掲邦訳，２８２～２８３べ一ジ・による ・

　２３）Ｗｉｓｅ，ｏク． ６払，ｐｐ
．２０５－２０６

．

　◎　システム３６０の展開

　こうして，投下資金の観模の面からも，また製品ライソの画期性からも・Ｉ

ＢＭ杜が杜運をかけた巨大プ ロジニクト ・システム３６０は，互いに互換性をも

つ６つの機種から成るンリースとして，１９６４年４月７日発表され・受注が開始

された 。

　ンステム３６０は，杜内的には，こうして発表された段階でもまだ技術的に未

成熟，未完成な部分を残しているという不安定た状況にあ ったが・市場では大

成功をおさめた。シリーズの中ではモデ
ノレ４０がまず１９６５年５月に出荷を開始し

たが，その時点ですでに受注残は記録的た台数にのぼり ，生産体制が追いつか

ない状況になっていた 。

　１９６５年には，モデル４０に続いて，８月までに３０，５０，６５という ・合計４つの

機種が出荷された（実際に出荷された機種は当初発表された機種そのままではなく ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
発表後出荷までの間に一部変更された都分がある。以後についても同様である）。

　ところで，システム３６０はこうして好調たスタートを切り ，のちに確認する

ようにＩ　ＢＭ杜の コソピ ュータ市場での支配的地位　　アメリヵだげではなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２７）
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全世界での　　を緯持するのに成功したが，しかし，それはいくつかの弱点や

当初の予定どおり実現できない側面をもっ ていた 。

　その第１は，すでにのべたように，時代の流れはモノリシック集積回路の段

階を迎えつつあったにもかかわらず，量産される製品の信頼性を確保するとい

ういわぱ安全性の観点から，論理素子としてトランジスタからモノリシック集

積回路への過渡形態とみられるハイフリット集積回路を使用したということで

ある・これに対しては・システム３６０発表後まもなく ，１９６４年１１月に早速Ｒ　Ｃ

Ａ杜が完全なモノリンック集積回路使用の コ：／ピ ュータＳｐｅｃｔｒａ７０ンリ＿ス

を発表し・システム３６０に挑戦をかけてくることにたった。また，他杜でもモ

ノリンック集積回路使用の コソピュータヘの動きが活発になってくることにた

った。このために，Ｉ　ＢＭ杜もその方向への移行を考えざるをえなくなるので

あるが・Ｉ　ＢＭ杜では，１９６９年にシステム３６０展開の最後の段階に導入された

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）モデル８５と２５においてはじめてそれが実現されることにたった 。

　第２は，システム３６０が超大型機種の整備の点で決定的な弱点をもっ ていた

ということである。Ｉ　ＢＭ杜は，すでにのべたようにＳＴＲＥＴＣＨ コンピ ュ＿
タ（７０３０）の失敗以後，そのような超大型 コンピュータの領域にかならずしも

積極的ではなく ・当初システム３６０計画の中にもそのような コソピ ュータの計

画は含まれていたかった。しかし，１９６３年８月，コソト回一ノレ ・データ杜の超

大型 コンピ ュータ６６００の発表とその成功は，Ｉ　ＢＭ杜にこのクラスの機種の開

発に再考をうながすことになった 。

　当時，Ｉ　ＢＭ杜ではこれに対応する開発計画としては１９６１年１０月政府の国防

資金によりスタートしたプ ロジ ヱクトＸが細々と続げられていたが，上のよう

な状況の中でＩ　ＢＭ杜は，プ ロジ ェクトＸにもとづいて，急き ょモデル９０とい

う機種を練り上げ・１９６４年４月のノステム３６０ ・６機種の発表の際，それに加え
て「予備的声明（Ｐｒｅｐａｒａｔｏｒｙ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ）」として発表した

。それは１９６４年末

にモテル９１として正式発表されたが，実際にはその供給体制はなかなか整わず
，

引き渡し期問が１９６７年まで引きのばされた。そして，結局合計１７台が出荷され

ただげで生産が停止されてしまい，やはり不発に終ることになった。このよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２８）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５）（坂本）　　　　　　　　　　　　　
７１

な，　「予備的声明」に始まるシステム３６０の超大型機種をめぐるＩ　ＢＭ杜の戦

略展開は，のちに（１９６８～６９年）司法省および コソトローノレ ・データ杜から１競

争メーカーをくじ。くための「ファイティソク ・マンソ（ｉｇｈｔｍｇｍａｃｈ
１ｎｅ）」の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６）
発表であって独占禁止法違反であると裁判所に提訴されることになった ・

　第３は，さらにシステム３６０がタイム ・シ ヱアリソグ機能の整備の点で不備

であったということである 。１９６０年代はじめにはＩ　ＢＭ杜もタイム ．シ ェアリ

ソグ機能の開発計画をもっ ていたが，ターミナルにかかるコストの点で割に合

わたいということで放棄されてしまっ ていた。この点では・１９６４年夏・ゼネラ

ノレ 。エレクトリック杜がＧＥ－６００というタイム ・シ ェアリソグ機能を備えた コ

ソピ ュ＿タを発表し，この点を売りものとＬて コソピ ュータ事業の立ち遅れを

取りもどそうと計っていた。これに対して，ＩＢＭ杜は・これまでその発展の

可能性を過少評価していたタイム ・シ ェァリソグ機能の役割をみなおし・急き

ょ１９６５年新機種モデ ノレ６７を発表し，体制を整備しようとした・これは
・１９６６年

６月出荷された。しかし，結局これも目標とされていた内容を実現するには至
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
らず，かならずしも成功とはいえないものとなった ・

　ところで，■ステム３６０の展開にとっ て最大の問題点とたったのは・全機種

に共通する単一のオペレーティソグ ・システムの開発であ った。システム３６０

の発表に際して，Ｉ　ＢＭ杜はそのようたオペレーティソク ・ンステムの提供を

ユーザーこ約束した 。

　しかし，このオペレーティソグ ・システムの開発はこれまでＩ　ＢＭ杜が経験

したことのたい規模と質のソフトウェア開発であり ，多大の困難をともたうも

のであ った。１９６４年，その提供が約束されはしたが，実際の開発はそれほど進

展していなかった。結局
，それは１９６３年から６６年までの４年間を費して，しか

も当初予定されていたより複雑な機能のいくつかを省略し，さらに中 ・小型機

種用と大型機種用の２本立てにするというかたちで完成されることになった ・

それでも，その規模は「第２世代」当時の要員投入規模にしたがって見積れぱ ・

常時２００人を当てて２５年を要する規模のものに達し，実際に１９６３～６６年の４年

問に，ピーク時には１，ＯＯＯ人を超えるさまざまなソフトウエア開発関係の要員

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２９）
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　　　　　　　　　　　　２８）
が投入されることにな った 。

　以上のように・システム３６０は決して万全ではなく ，さまざまな弱点や当初

の予定どおり実毘できない点をもっ ていた。しかし，それは，そのような弱点

や問題点をはらみながらも・すでに○でのべたように技術的にも，製品戦略的

にも画期的な内容をもつ，壮大な製品システムであ った。したがって，それは ，

技術発展と市場成長スピードが加速するコンピュータ産業にあ って，Ｉ　ＢＭ杜

が「第１世代」→「第２世代」をとおして築いてきた世界的に圧倒的な市場支配

体制を維持し・深化させる上で決定帥こ重要な役割を果たすことになったわげ

である 。

　このようなシステム３６０は，１９６５年出荷開始以降，その後継システム，シス
テム３７０が発表される１９７０年までの６年問，その時代を形成するわげであるが

，

この間のシステム構成機種の展開を，以上ですでに個々に言及したものを含め
て・ もう一度全体的にみておくとつぎのようである（本稿（１），本誌，第３１巻第１４

号， ３２～３３ぺ一ジ図１を参照）。

　第１段階　１９６４年４月第１弾で発表されたものに相当し，１９６５年５～８月に

　　出荷されることにな った，モデル３０，４０，５０，６５の４機種
。

　第２段階　第１弾発表後，先にのべたようなシステム構成の豊富化のため追

　　加発表されていったもので，１９６６年１～６月に集中的に出荷されることに

　　な った・モデル２０・４４・６７・７５，および９１の５機種（ただし，９１の出荷は

　　 １９６７年以降。また９１は前掲図１には記載されていない）。

　第３段階　 ンステム３６０の中でモノリンヅク集積回路を使用した機種として

　　 １９６９年に出荷された，モデル２５，８５の２機種
。

　最後に・このような「第３世代」の代表 コソピ ュータ ・ンステム３６０がそれ

までの「第１世代」，ｒ第２世代」とくらべて，そのパフォーマソスの点でいか

に大きく前進したものとたっていたかを，同じＩ　ＢＭ杜におげる各「世代」の

コソピュータ各機種との対比で示してみると，表３３のとおりである
。

　ここでは，各「世代」の機種の中でレソタル月額が比較的類似している代

表機種として（９，０００～１１，０００トノレ台），「第１世代」の６５０（Ｒａｍａｃ），「第２世

　　　　　　　　　　　　　　　　（６３０）



表３３

Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５）（坂本）

Ｉ　ＢＭ杜 コ：／ピ ュータの「世代」間比較

平均 レ：■タル料 加算時間 アクセス時問 記憶容量

７３

機種名 月 　　　　額
（ドル）

（マイクロ

　セカソド）
（マイクロ

　セカソド）

（１ ，０００

キャラクタ）

記憶容量／ア
クセス時間比

「第１世代」

　　３０５

６５０（Ｃａｒｄ）

６５０（Ｒａｍａｃ）

　　７０４

　　７０５

　　７０９

３． ６００

４． ０００

９． ０００

３２．０００

３０．０００

４０，０００

５０．０００

　７００

　　７００

　　２４

　　８７

　　２４

１０，Ｏ００

　　１００

　　１００

　　１２

　　　８

　　１２

２． ０

８． ０

８， ０

６４，０

８０ ，０

６４．０

０， ０８

０， ０８

５， ３

１０．０

５． ３

ｒ第２世代」

７０１０

７０４０

７０４４

７０８０

７０９４

１４０１

１４１０

１４４０

１４６０

１９．１７５

１４．０００

２６，Ｏ００

５５．０００

７０．０００

３， Ｏ００

１１ ．０００

１． ８００

９， ８００

３５ ．２

２６

　５

１１

　４．４

２３０

１１０

１２０

１０８

２， ４

８

２． ５

２

２

１１ ．５

４， ５

１１ ．１

６

１００．０

１９２．０

１９２．０

１６０．０

１９２，０

１６ ，０

８０，０

１６ ，０

１６ ．０

４１ ，７

２４，０

７６ ，８

８０，０

９６ ．０

１， ４

１７．８

１． ４

２． ７

「第３世代」

１１３０

１８００

３６０／２０

３６０／３０

３６０／４０

３６０／４４

３６０／５０

３６０／６５

３６０／６７

３６０／７５

１． ３７２

６． ２００

２． ５００

８． ４２０

１７．２７５

１１ ．０９０

２９ ．４８０

５３．３２５

７５，Ｏ００

７９ ，７００

　８

　４．５

２０９

３０

１１ ，８８

　４ ．０

　４ ．０

　１ ．５

　１ ．４

　０ ．７

３，
６

１

７． ２

１． ５

２

１

２

０， ７５

０， ７５

０． ７５

　　３２，０

　　３２．０

　　５１２ ．０

２， ０８０ ．０

８， ３８４ ．０

８， ３８４，０

１６ ，７６８ ，０

３３，５３６ ，０

３３，５３６ ，０

３３，５３６ ．０

　　　８，９

　　３２，０

　　７１ ．１

１， ３８６ ．７

４， １９２．０

８， ３８４．０

８， ３８４，０

４４，７１４，７

４４，７１４，７

４４，７１４．７

「世代」間比較

６５０（Ｒａｍａｃ）

　３６０／４４

　　ユ４１０

　３６０／４４

１

１． ２３２

１

１， ００８

１

０． Ｏ０６

１

０． ０３６

１

０． ０１０

１

０． ２２２

　　１
１． ０４８

　　１

　１０４ ．８

　　　１

１０４．８００

　　　１

　　４７１

（出所）ＧｒｏｐＰｅ１１ｉ，丁加Ｇ７０〃〃Ｐ７０６舳加〃２Ｃｏ助〃〃１〃 〃ｓ〃， Ｐ． ４７，Ｔａｂ１ｅ９より作成 。

（注）０　加算時間（Ａｄｄ　Ｔｉｍｅ）とは，１回の加算を行うのに必要な時間のことで，加算を行う前に記憶装置
　　　　から数値を呼び出す時間や加算結果を言己憶するのに必要な時間は合まれない。コンピュータの作動速度

　　　　を示す重要諸元の１つである 。

　　　◎　アクセス時間（Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｉｍｅ）とは，ある記憶装置においてその指定されたアドレスに書き込みを
　　　　行うか，または指定されたアドレスから読み出しを行わせるための制御信号が与えられてから，実際に
　　　　その動作が開始されるまでの時間のこと 。以上，『図解電子計算機用語辞典（新版）』ユ９７０年，日刊工業

　　　　新聞杜，による 。

（６３１）
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代」の１４１０，そして「第３世代」の３６０／４４を抽出して，それらの問のバ７オ

ーマソス比較をしてみると，まず，加算時問は，３６０１４４では１４１０にくらべて

１， ＯＯＯ分の３６，６５０にくらべては１，ＯＯＯ分の６に短縮されることにな っている 。

また，アクセス時問は，３６０１４４では１４１０に対して１，ｏｏｏ分の２２２，６５０に対して

は１，ＯＯＯ分の１０に短縮されることにたっている。さらに記憶容量では，３６０／４４

は１４１０に対して１０４．８倍，６５０に対しては１，０４８倍の能力をもつようにな って

おり ，アクセス時問との対比でみた記憶容量でいえぽ，３６０／４４は１４１０の４７１倍 ，

６５０の１０４，８００倍の機能をもつことにな っている 。

　以上のような，代表機種の比較によっ て， システム３６０，したがってまた

「第３世代」の コソピ ュータがそれまでの各「世代」の コソピ ュータにくらべ

ていかに前進した機能をもつものとなってきていたかを端的に知ることができ

るであろう 。

２４）Ｓｏｂｅ１，ヱＢ〃一０ｏわｓｓ〃ｓ加丁伽ｓ〃ｏ犯，ＰＰ
．２２９－２３０： 上掲邦訳 ，２８５～２８６ぺ一

　ジ 。
２５）Ｗ１ｓｅ・Ｔｈｅ　Ｒｏｃｋｙ　Ｒｏａｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｍａｒｋｅｔｐ１ａｃｅ，Ｆ０７肋吻，Ｏｃｔｏｂｅｒ１９６６，Ｐ

　２０６，Ｂｒｏｃｋ，丁加　ひ５，　０ｏ刎ク〃〃〃伽ｓ歩〃，ｐｐ
．９４＿９５

．

２６）以上，超大型コソピュータの開発をめぐる問題については，Ｗｉｓｅ，Ｔ．Ａ．， Ｃｏｎ－

　ｔｒｏ１Ｄａｔａ’ｓ　Ｍａｇｍｉｃｅｎｔ　Ｆｕｍｂｌｅ，Ｆｏヅ肋吻，Ａｐｒ１１１９６６，Ｂｒｏｃｋ，ｏク　６〃 ，ｐｐ

　１６９－１７２，Ｓｏｂｅ１，ゆ・６払， ＰＰ
．２３０－２３１： 上掲邦訳，２８６～２８７ぺ一ジ，水口修嗣

　監修『Ｉ　ＢＭ企業分割への告発と反駁　　Ｉ　ＢＭ／司法省の独禁訴訟事件公判前

　摘要書』１９７５年，（株）モースト ・アソド ・モア ，１３４～１３７べ一ジ，北正満ｒ　Ｉ　Ｂ

　Ｍとの攻防　　Ｉ　ＢＭをめくる惑星企業』１９８０年，共立出版，８２～８３ぺ一ジ，な

　どによる 。

２７）以上，タイム ・シ ヱアリソグ機能をめぐる問題については，Ｗｉｓｅ，Ｔｈｅ　ＲＯｃｋｙ

　ＲｏａｄｔｏｔｈｅＭａｒｋｅｔｐｌａｃｅ，Ｆｏ伽惚，Ｏｃｔｏｂｅｒ１９６６，Ｐ
．２０６
，水口修嗣監修，上

　掲書，１３７～１４０べ一ジ，たどによる 。

２８）以上，オペレーティソグ ・システムの開発問題については ，Ｗｉｓｅ，Ｔｈｅ　Ｒｏｃｋｙ

　Ｒｏａｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｍａｒｋｅｔｐｌａｃｅ，Ｅｏ伽閉，Ｏｃｔｏｂｅｒ１９６６，ＰＰ１３９，２１２，北正満『Ｉ

　ＢＭの挑戦』５４～５６ぺ一ジ，『目経エレクトロニクス ・ブ ヅクス　　ユレクトロ

　ニクス５０年史と２１世紀への展望』２７７ぺ一ジ，などによる 。

＠　　「第３世代」の市場槍造

Ｇ６３２、）
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以上，コソピ ュータの「第３世代」を幕あげすることにな ったＩ　ＢＭ ｌ■ステ

ム３６０について，その開発過程およぴ導入後の展開をたどっ てみたが，ここで

も， 最後にこうしてシステム３６０の導入によっ て「第３世代」の段階を迎えた

アメリカ ・コソピ ュータ産業がさらにどのような市場構造をもつようになった

かを具体的にみておく 。

　（ｉ）　ｒ第２世代」最終段階の市場構造（１９６５年６月時点）

　まずはじめに，システム３６０が導入され，「第３世代」が始まる ，１９６５年６

月時点で各アメリカ ・コソピュータ製造企業が設置していた コソピ ュータ機種

とその設置 ・受注台数を示してみると，表３４のとおりである 。

　いうまでもなくこの表は，実質的にはｒ第２世代」の最終段階の市場構造を

示すものであるが，これによれば，１９６５年６月の時点で コソピ ュータを製造

（販売）していた企業は，先に表３１で示した１９６２年９月時点と同じく ，合計２５杜

であ った。しかし，この３年の問にいくつかの企業の消長があった
。１９６２年に

存在していた企業のうち，まずベソティソ クス杜（Ｂｅｎｄ
・ｘ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ・ｏｎ）がその

コソピ ュータ部門を１９６３年 コソトローノレ ・データ杜に売却して コソピ ュータ事

業から撤退した。またバッ カード ・ベノレ ・コソピ ュータ杜（Ｐａｃｋａｒｄ－
Ｂｅ１１Ｃｏｍ －

ｐｕｔｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ・ｏｎ）は１９６４年 レイゼオソ杜（Ｒａｙｔｈｅｏｎ，Ｉｎｃ）に買収され，姿を変

えた。さらにＨＲＢシソガー杜（ＨＲＢ
－Ｓｉｎｇｅｒ，Ｉｎｃ ．），イソフォメーショソ ・シ

ステムス
杜（Ｉｎｆｏｍａｔ１ｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ），ＴＲＷ杜（Ｔｈｏｍｐｓｏｎ－Ｒａｍｏ－Ｗｏｏ１ｄｒ１ｄｇｅ ，

Ｉｎｃ）たどの各杜は，コソピ ュータ産業から姿を消した（本稿（３），本誌，第３２巻第２

号， ６２ぺ一ジ ，表２３を参照）。 これに対して，１９６５年には，新たにバソカー・ ラモ

杜（Ｂｕｎｋｅｒ－ＲａｍｏＣｏｒｐｏｒａｔ・ｏｎ），エレクトロニック ・アソシェイツ杜（Ｅ１ｅｃｔｒｏｎ１ｃ

Ａｓｓｏｃｉａｔｅｓ，Ｉｎｃ ．），フライデソ杜（Ｆｒｉｄｅｎ，Ｉｎｃ
．）

，システムズ ・ニソジニアリソ

グ・ ラボラトリース 杜（ＳｙｓｔｅｍｓＥｎｇ
・ｎｅｅｍｇＬａｂｏｒａｔｒ・ｅｓ）といった企業が参入

してくることにな った 。

　しかし，表で確認されるように，この時期のこれらの消長企業はいずれにし

てもコソピ ュータ産業におげるマージナノレな都分を構成する小規模企業であり ，

市場構造の大勢にそれほど大きた影響を及ぼすものではなかった 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６３３）
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表３４

　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

１９６５年におげる企業別 ・機種別 コソピュータ設置 ・受注台数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９６５年６月現在）

　　　会　　杜

Ａｄｄｒｅｓｓｏｇｒａｐｈ
＿

　Ｍｕ１ｔ１ｇｒａｐｈ“

名

Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｓｃ１ｅｎｔ１ｆｉｃ

　ＩｎＳｔｒｕｍｅｎｔＳ“

Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒ１ｃａｎ

Ａｖ１ａｔ１ｏｎ（Ａｕｔｏｎｅｔ１ｃｓ）

Ｂｕｎｋｅｒ＿Ｒａｍｏ

Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ

Ｃｌａｒｙ“

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏ１む

Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｄａｔａ

機種名
１…
一・・・…ｔ・・

ＡＳＩ－２１０

ＡＳ１＿２１００

ＡＳＩ＿６０２０

ＡＳＩ＿６０４０

ＡＳＩ＿６０５０

ＡＳＩ＿６０７０

ＡＳＩ＿６０８０

（Ｔｏｔａ１）

ＲＥＣＯＭＰ　ＩＩ

ＲＥＣＯＭＰ　ＩＩＩ

（Ｔｏｔａ１）

ＢＲ＿２３０

ＢＲ－３００

ＢＲ＿３３０

ＢＲ＿３４０

ＢＲ＿５３０

（Ｔｏｔａ１）

２０５む

２２０“

Ｅ１０１／１０３“

Ｂ１００

Ｂ２５０

Ｂ２６０

Ｂ２７０

Ｂ２８０

Ｂ３７０

Ｂ５０００／Ｂ５５００

（Ｔｏｔａ１）

ＤＥ－６０／ＤＥ－６０Ｍ

ＤＤＰ＿１９

ＤＤＰ＿２４

ＤＤＰ＿１１６

ＤＤＰ＿２２４

（Ｔｏｔａ１）

Ｇ－１５“

Ｇ－２０

１鶏 レソ

榊
７， ５００

２． ８５０

３． ０００

２． ２００

２． ８００

３． ０００

３． ５００

４， ０００

２， ４９５

１， ４９５

２． ６８０

３， ＯＯ０

４． ０００

７． ０００

６， Ｏ００

４． ６００

１４．０００

　　８７５

２． ８００

４． ２００

３． ７５０

７． ０００

６． ５００

８． ４００

２０，Ｏ００

５２５

２． ８００

２． ５００

　９００

３， ３００

　　　　１ ，Ｏ００

　　　１５，５００

（６３４）

初出荷時
（月／年）

２／６１

４／６２

１２／６３

４１６５

７／６５

１０／６５

１０／６５

１／６６

１１／５８

６／６１

８１６３

３／５９

１２／６０

１２／６３

８／６１

１１５４

１０／５８

１／５６

８／６４

１１／６１

１１／６２

７／６２

７／６２

７／６５

３／６３

２／６０

６／６１

５／６３

４／６５

３／６５

７１５５

４／６１

１設置轡１受注鶴
１１　　　　１

２２

　６

　１

　０

　０

０

０

２９

２

０

４

４

１

０

０

１１

５７　　　×

１５　　　×

７２　　　　０

１４

４０

３５

１８

１５

１２２

１

Ｘ

Ｘ

３

×

４

５７

４４

１６７

４４

１００

１７０

１３８

７５

　０

３７

８３２

Ｘ

Ｘ

Ｘ

３０

　７

１００

２６

２４

３０

１２

２２９

３２４　　　　３

３

５８

４

４

６９

Ｘ

１５

２５

３５

７５

３２８　　　×

２８　　　Ｘ
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会　　杜　　名 機種名
１６０／１６０Ａ／１６０Ｇ

９２４／９２４Ａ

１６０４／１６０４Ａ

３１００

３２００

３３００

３４００

３６００

３８００

６４００

６６００

６８００

（Ｔｏｔａ１）

Ｄｉｇｉｔａ１Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ ＰＤＰ－１

ＰＤＰ－４

ＰＤＰ－５

ＰＤＰ－６

ＰＤＰ－７

ＰＤＰ－８

（Ｔｏｔａ１）

Ｅ１－ｔｒｏｎｉｃｓホ ＡＬＷＡＣ　ＩＩＩＥ ホ

Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ａｓｓｏｃｉａｔｅｓ ８４００

Ｆｒｉｄｅｎホ ６０１０

Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅ１ｅｃｔｒｉｃ １！５

２０５

２１０

２１５

２２５

２３５

４１５

４２５

４３５

６２５

６３５

（Ｔｏｔａｌ）

Ｇｅｎｅｒａ１Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ＊ ＬＧＰ－２１

ＬＧＰ＿３０

ＲＰＣ－４０００

（Ｔｏｔａ１）

鵡レソ榊１
１， ７５０／３ ．４００

　　　　／１２，ｏｏ０

　　　１１ ，Ｏ００

　　　３８，ＯＯ０

　　　　７．３５０

　　　１２．０００

　　　１５，ＯＯ０

　　　２５ ．０００

　　　５８，ＯＯ０

　　　６０，ＯＯ０

　　　４０，Ｏ００

　　　１１０．０００

　　　１４０，ＯＯＯ

３． ４００

１． ７００

　　９００

１０，ＯＯ０

１． ３００

　　５２５

１， ８２０

７， ０００

６００

１． ３７５

２． ９００

１６ ．０００

６， Ｏ００

８． ０００

１０．９００

７． ３００

９． ６００

１４，Ｏ００

４１ ，Ｏ００

４５ ，ＯＯＯ

　７２５

１． ３００

１， ８７５

初出荷時
（月／年）

１設置簡１受注潜
５／６０；７／６１；

　　　　　　３／６４

　　　　８／６１

　　　　１／６０

　　　　５／６４

　　　　５／６４

　　　　９／６５

　　　１１／６４

　　　　６／６３

　　　　２／６５

　　　　８／６４

　　　　８／６４

　　　　６／６７

４１０

２８

６０

１０

３１

　０

　３

３１

　０

　０

　４

　０

９３３１

１１／６０

８／６２

９／６３

１０／６４

１１／６４

４／６５

６０

５５

１１０

　８

１１

　９

２５３

２／５４
・・１

７／６５
・１

６／６３ ２１１

４／６６

６／６４

７／６０

９／６３

４／６１

４／６４

５／６４

６／６４

９／６５

４／６５

５／６５

　０

２２

５６

４９

１４０

４４

５４

３０

１０

　３

　３

４１１

１２／６２

９／５６

１／６１

１４３

４２５

９８

６６６

　４

　１

×

３５

２３

３７

１６

１４

１８

　２

　８

　１

１５９

　２

　２

　５

１０

５０

１６０

２２９

Ｘ

５

２０１

８５

１８

×

　６

　４

　９

９０

５２

２５

１８

２０

３２７

Ｘ

Ｘ

Ｘ

０

（６３５）
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会　杜　名
亘ＯｎｅＷｅｎ

ＩＢＭ

機種名
Ｈ－１２０

Ｈ－２００

Ｈ－４００

Ｈ－８００

Ｈ－１２００

Ｈ－１４００

Ｈ－１８００

Ｈ－２２００

Ｈ－４２００

ＤＡＴＡｍａｔｉｃ

　　　　１０００“
（Ｔｏｔａ１）

３０５“

３６０－２０

３６０－３０

３６０－４０

３６０－５０

３６０－６０

３６０－６２

３６０－６５

３６０－７５

６５０＿Ｃａｒｄ“

６５０－Ｒａｍａｃ“

１１３０

１４０１

１４０１－Ｇ

１４１０

１４４０

１４６０

１６２０＿Ｉ ，　ＩＩ

１８００

７０１“

７０１０

７０２“

７０３０

７０４“

７０４０

７０４４

７０５“

７０７０－２．４

７０８０

７０９“

７０９０

１鵜 レソ

榊
２． ６００

４． ５００

８． ５００

２２．０００

６． ５００

１４，Ｏ００

３０．０００

１１．０００

１６．８００

４０，Ｏ００

　３．６００

　１ ．８００

　７．５００

１６，Ｏ００

３０，ＯＯ０

４８．０００

５５．０００

４９ ．０００

７８．０００

　４，Ｏ００

　９ ，ＯＯ０

　　９００

　４．５００

　１ ．９００

１２．０００

　３．５００

　９ ．８００

　２．５００

　３．５００

　５．０００

１９．１７５

　６．９００

１６０．０００

３２，ＯＯ０

１４．０００

２６．０００

３０，ＯＯ０

２４．０００

５５．０００

４０．０００

６４，０００

初出荷時
（月／年）

１／６６

３／６４

１２／６１

１２／６０

２／６６

１／６４

１／６４

１／６６

２／６６

１２／５７

１２／５７

３／６６

６／６５

５／６５

８／６５

７／６５

７／６５

７！６５

２／６６

１１／５４

１１／５４

２／６６

９／６０

５／６４

１１／６１

４／６３

１０／６３

９／６０

ユ／６６

４／５３

１０／６３

２／５５

５／６１

１２／５５

６／６３

６／６３

１１／５５

３／６０

８／６１

８／５８

１１／５９

１設置簡１受注鶴
　０

４７５

１２０

８０

　０

１１

　９

　０

　０

　３

６９８

１５０

３６０

１０

１１

３０

　３

１１

４０

　５

×

６２０

　１８５

　　０

　４０

　４５

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　２５５

　４６

　　０

８． ３００

　８５０

　８００

１． ６００

１． ２００

１． ７００

　　０

　　１

　７５

　８
　６
　４５

　１００

　５０

　６４

３６０

　７１

　１１

　６８

　Ｘ
２． ５００

２． ２５０

　６５０

　２８０

　２０

　６
　７５

　８５

　Ｘ

　Ｘ
　７００

４５０

　１００

　８０

５００

１３０

　３０

　６５

　×
　２０

　Ｘ

　Ｘ

　Ｘ
　３０

　１２

　×

　８

　１

　×

　４

（６３６）



Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５）（坂本） ７９

会　　杜　　名

ＩＴＴ ホ

Ｍｏｎｒｏｅ　Ｃａ１ｃｕ１ａｔｉｎｇ

　Ｎ征ａｃｈｉｎｅ辛

Ｎａｔｉｏｎａ１Ｃａｓｈ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ

Ｐｈｉ１ｃｏ

Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｒｐ－ｏｆ

　Ａｍｅｒｉｃａ

Ｒａｙｔｈｅｏｎ

Ｓｃｉｅｎｔｉｉｃ　Ｄａｔａ　Ｓｙｓｔｅｍｓ

機種名
７０９４

７０９４＿ＩＩ

（Ｔｏｔａ１）

７３００ＡＤＸ

ＭＯＮＲＯＢＯＴＩＸ

ＭＯＮＲＯＢＯＴＸＩ

（Ｔｏｔａ１）

ＮＣＲ＿３０４

ＮＣＲ＿３１０

ＮＣＲ＿３１５

ＮＣＲ＿３１５＿ＲＭＣ

ＮＣＲ＿３９０

ＮＣＲ＿５００

（Ｔｏｔａ１）

１０００

２０００－２１０．　２１１

２０００－２１２

２０００－２１３

（Ｔｏｔａ１）

ＢＩＺＭＡＣホ

ＲＣＡ３０１

ＲＣＡ３３０１

ＲＣＡ５０１

ＲＣＡ６０１

Ｓｐｅｃｔｒａ７０＿１５

Ｓｐｅｃｔｒａ７０＿２５

Ｓｐｅｃｔｒａ７０＿４５

Ｓｐｅｃｔｒａ７０＿５５

（Ｔｏｔａ１）

２５０

４４０

５２０

（Ｔｏｔａ１）

ＳＤＳ－９２

ＳＤＳ＿９１０

ＳＤＳ－９２０

ＳＤＳ＿９２５

ＳＤＳ－９３０

ＳＤＳ－９３００

（Ｔｏｔａ１）

鵡レソ湖１
７０．０００

７６ ，０００

１８，Ｏ００

Ｓｏ１ｄ　ｏｎｌｙ－５．８００

　　　　　　７００

１４．０００

２． ０００

８． ５００

１２．０００

１． ８５０

１， ５００

７． ０１０

４０．０００

５２．０００

６８，ＯＯＯ

１００．０００

　６ ．０００

１１ ．５００

１４，ＯＯ０

３５．０００

　２．６００

　５ ．０００

　９ ．０００

１４，Ｏ００

１． ２００

３． ５００

３， ２００

　９００

２． ０００

２． ７００

２． ５００

４， Ｏ００

７， Ｏ００

初出荷時
（月／年）

１設置簡受注簡
９／６２

４／６４

　　１３５　　　１５

　　　６５　　　　３０

１６．０８０　　　８，０４１

９／６１ ９　　　　５

３／５８

６／６０

１５５　　　　×

５５０　　　１４０

７０５　　　１４０

１／６０

５／６１

５／６２

９／６５

５／６１

１０／６５

　　２６

　　４６

　３１０

　　　０

　９１０

　　　０

１， ２９２

Ｘ

　１

５０

６０

８０

１７０

３６１

６／６３

１０／５８

１／６３

６／６５

１６

２１

　９

　０

４６

２

２

３

１

８

一／５６

２／６１

７／６４

６／５９

１１／６２

９／６５

９／６５

ｕ／６５

１１／６６

　３

５９０

２７

９８

　４

　０

　０

　０

　０

７２２

Ｘ

１８

２０

　２

　１

６５

５５

６５

２０

２４６

１２／６０

３／６４

１０／６５

１７０

１１

　０

１８１

１０

　６

　４

２０

４／６５

８／６２

９／６２

１２／６４

６／６４

１１／６４

　６

１２７

８２

　８

３６

１０

２６９

３８

２０

　８

２５

２３

　７

１２１

（６３７）



８０
立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

会杜名　１機種名
Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｅ

ｎｇ１ｎｅｅｒｍｇ

　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ

ＳＥＬ＿８１０

ＳＥＬ－８４０

（Ｔｏｔａ１）

Ｓｐｅｒｒｙ　Ｒａｎｄ（ＵＮＩＶＡＣ） Ｉ＆ＩＦ
ＩＩＩ

Ｆｉ１ｅ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ“

Ｓｏｌｉｄ＿Ｓｔａｔｅ８０＿

　Ｉ，ＩＩ，９０－Ｉ
，

　ＩＩ＆Ｓｔｅｐ

４１８

４９０

１００４

１０５０

１１００Ｓｅｒｉｅｓ

（ｅｘｃｅｐｔ１１０７）“

１１０７

１１０８

ＬＡＲＣ

（Ｔｏｔａ１）

Ｔｏｔａｌｓ

畷レソ榊
　７５０

４， ０００

２５．０００

２０，ＯＯ０

１５，Ｏ００

　８．０００

１１ ．０００

２６ ，Ｏ００

　１ ．９００

　８．０００

３５．０００

４５．０００

５０．０００

１３５，０００

１沸野
９／６５

１１／６５

３／５１＆１１／５７

　　８／６２

　　８／５６

８／５８

６／６３

１２／６１

２／６３

９／６３

１２／５０

１０／６２

９／６５

５／６０

１設置

鶴

３０

８８

２２

　３２０

　２４

　４５
２． ７５０

　１６５

　１３

　２７

　０
　２
３， ４８６

２７，４４５

１受注

簡
８

２

１０

Ｘ

５

Ｘ

Ｘ

１２

１７

３００

１８０

×

　２

１９

×

５３５

１１，３５１

１塁訂）。ｃ

篤蓑緒鶉１ま了洲以蝋慨鳩鱒サ猷乏狡と
　　　も実際の８０％以上は網羅している。なお，同上数はアメリカ国外の分も含む。
　　　　会社名の末尾の“ 印は，当該会杜が１９６９年には姿を消すものであることを示す（後掲表３５を参照）。

　　＠　機種名末尾の“ 印は，「第１世代」機種であることを示す 。

　　　受注ム数におけるＸは，すでに生産が中止されていることを示す。

　この時期の２５杜の コソピュータ製造企業のうち，５００台以上の設置台数をも

つ企業をリスト ・アッ プしてみると ，　 Ｉ　ＢＭ杜およびバローズ杜，コソトロ

ール ●テータ杜・ゼネラノレ ・プレノショソ杜（Ｇｅｎｅｒａ１Ｐｒｅｃ１ｓ１ｏｎ，Ｉｎｃ１９６５年
，

その コソピュ ｒタ部門を コソトロール ・データ杜が買収），ハネウェノレ杜， モソロー

．カルキ ュレーティソグ ・マ！ン 杜（Ｍｏｎｒｏｅ　Ｃａ１ｃｕユａｔｍｇ　Ｍａｃｈ１ｎｅ　Ｃｏ１９５８年に

リットソ ・イソダストリーズ杜Ｌ１ｔｔｏｎ　Ｉｎｄｕｓｔｒ１ｅｓ　ＣｏｒＰｏｒａｔ１ｏｎの傘下に入っている） ，

ＮＣ　Ｒ杜，Ｒ　ＣＡ杜，スベリー・ ラソド杜（ＵＮＩＶＡＣ），以上の９杜であるが ，

これにＧＥ杜を加えた１０杜が，この時期のアメリカ ・コソピ ュータ産業の中心

的な担い手であった（ＧＥ杜は，設置台数ではこの時期５００台に達していたい）。

　これらの コソピ ュータ製造企業の中で，Ｉ　ＢＭ杜は，設置台数でみてみると ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６３８）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５）（坂本）　　　　　　　　　　　　　８１

この時点の設置総台数２７，４４５台のうち１６，０８０台，すなわち５８．９劣を占めること

になっていた。また受注台数でみてみると，受注総台数１１，３５１台のうち８，０４１

台・ すなわち７０．８劣を占ることになっていた。この受注台数のうち，圧倒的に

大きな部分を占めていたのは，この時点で受注を開始したばかりのシステム

３６０各機種の受注であ った。それは，８，０４１台の受注台数のうち５，８６０台を占め

ていた。ここには，すでにのべたような ノステム３６０発表直後の爆発的な人気

が反映されている 。

　こうして，Ｉ　ＢＭ杜は，１９６０年代はじめからさらに成長しつづげるコ：／ピ ュ

ータ産業において，　「第２世代」の最終段階，したがってまた「第３段階」の

幕あげの段階において，設置台数でやはり６０刎こ近い市場シ ェアを占めていた 。

ｒ第２世代」が始ったぼかりの１９６２年時点とくらべると２％程度シェァを後退

させることになっているが，この問における設置総台数が，１１，３８７台から

２７，４４５台へ約２．５倍に増加していったようた産業全体の成長状況の下では，市

場の６０％を握るガリバー企業がそのシ ェァをこの程度の低下でくいとめえたこ

と自体，Ｉ　ＢＭ杜の市場支配体制の強さを物語るものであったといってよいで

あろう 。

　これに対して，ＩＢｌ〉１杜の競争相手の最大手であるスベリー・ ラソド杜

（ＵＮＩＶＡＣ）の場合をみてみると，設置台数では全体の１２．７劣，さらに受注台

数では４．７劣と，１９６２年にくらべてさらに後退を続げることになっていた。と

くに受注台数にみられる後退は，さらに次の段階におげる設置台数におげる後

退につながるものであり ，この点からみるとスペリー・ ラソド杜は深刻な状況

におかれることになっていた 。

　他方１この時期には，１９５７年に設立され，１９６０年にはじめて コ；／ピ ュータを

出し始めたぼかりの コソトローノレ ・データ杜（既出）の進出がめだ った。この

会杜は，１９５７年，上のスベリー・ ラ：／ド杜からスピソアウトした，元ユニ バッ

ク事業部ゼ不ラノレ ・マネソヤー ノリス（Ｎｏｒｒ１ｓ，ＷＣ）を中心とする数人の技

術者によっ て設立されたものであるが，１９６０年代に入って科学研究用超大型 コ

ンピ ュータ市場で独自の地歩を占めるとともに，他方では先にのべたように

　　　　　　　　　　　　　　　　（６３９）



８２　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

１９６３年ベソテイ ックス杜の コソピ ュータ事業の買収によっ て一拠に設置台数を

増加させた。さらに，コソトロール ・データ杜は１９６５年にはゼネラル ・プレシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９）
ショソ杜コソピュータ事業を買収することになる 。

　　２９）　コソトロール
・データ杜（Ｃｏｎｔｒｏ１ＤａｔａＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ・通称ＣＤＣ）について

　　　は，Ｗ１ｓｅ，Ｃｏｔｒｏｌ　Ｄａｔａ’ｓ　Ｍａｇｎ１ｉｃｅｎｔ　Ｆｕｍｂ１ｅ，Ｆｏ伽脇Ａｐｒ１１１９６６，北正満

　　　　ｒ　Ｉ　ＢＭとの攻防』第４章，などを参照。また，この時期のＩ　ＢＭ杜をめぐるア

　　　 メリカ ・コソピュータ産業の競争状況については，Ｂｕｆｃｋ，Ｔｈｅ
“Ａｓｓａｕｌｔｇ

　ｏｎ

　　　Ｆｏｒｔｒｅｓｓ　ＩＢＭ，Ｆｏ肋舳，Ｊｕｎｅ１９６４，Ｔｈｅ　
Ｂａｔｔ１ｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｍａｒｋｅｔｅｅｒｓ

　　　（ｕｎｓ１ｇｎｅｄ），Ｆｏ伽舳，Ｊａｎｕａｒｙ１９１５，を参照 。

　（ｉｉ）　「第３世代」最終段階の市場構造（１９６９年６月時点）

　以上のようた市場構造をもっ て始まった「第３世代」のアメリカ ・コソピ ュ

ータ産業は，さらにその展開の結果，どのようた市場構造をもつことにな った

であろうか。つぎに，「第３世代」の最終段階にあたる１９６９年時点での状況を

みてみる 。表３５は，１９６９年６月時点で各アメリカ ・コソピュータ製造企業が設

置しているコソピュータ機種とその設置台数を示したものである（利用した資料

には，表３４と同じく受注台数も記載されているが，不詳の部分が多く ，全体比較ができ

たいので省いてある）。

　この表をみてみると，１９６９年６月の時点では，コソピ ュータを製造（販売）

していた企業は，合計２８杜とたっていた。ところで，この２８杜も ，１９６５年から

６９年の４年間におげるかなりの数の企業の消長の結果であった。一方では，こ

の問に９つの企業がリストから姿を消した（それらの企業は，前掲表３４の企業名の

末尾に印を付したものである）。 このうち，すでにのべたようにゼネラル ・プレシ

ショソ杜の コソピ ュータ事業は１９６５年 コソトローノレ ・テータ杜によっ て買収さ

れ， また コソピ ュータ ・コソトロール杜（Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏ１Ｃｏ）は１９６６年ハネ

ウェノレ杜に買収され，その コソピ ュータ ・コソトロール事業部となった（本稿

（３）

，本誌，第３２巻第２号 ，６２ぺ一ジ ，図２３を参照）。 その他の消滅企業は，いずれも

ごく少たい設置台数しかもたなかった企業か，「第１世代」コソピ ュータしか

もたなかった企業で，大勢に影響のある企業ではたかった 。

　他方，この問に１２の新しい コソピュータ製造企業が登場することにな った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４０）



表３５

　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革１５）（坂本）　　　　　　　　　　　　　８３

１９６９年における企業別 ・機種別 コンピ ュータ設置台数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９６９年６月現在）

会　　杜　　名 機種名 初出荷時
平均 レソタル料
月　　　　額 設置台数

（月／年） （１０００ドル） （台）

Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａｎ ＲＥＣＯＭＰ　ＩＩ １１／５８ ２． ５ ３０

Ａｖｉａｔｉｏｎ（Ａｕｔｏｎｅｔｉｃｓ）

ＲＥＣＯＭＰ　ＩＩＩ ６／６１ １． ５ ６

（Ｔｏｔａ１） ３６

ホＢａｉ１ｅｙ　 Ｍｅｔｅｒ Ｂａｉ１ｅｙ７５６ ２／６５ ６０－４００（Ｓ） １７

Ｂａｉ１ｅｙ８５５ ４／６８ １００　（Ｓ） ０

（Ｔｏｔａ１） １７

Ｂｕｎｋｅｒ＿Ｒａｍｏ ＢＲ＿１３０ １０／６１ ２． Ｏ １６０

ＢＲ＿１３３ ５／６４ ２． ４ ６２

ＢＲ＿２３０ ８／６３ ２． ７ １５

ＢＲ＿３００ ３／５９ ３． ０ １８

ＢＲ＿３３０ １２／６０ ４． Ｏ ２９

ＢＲ＿３４０ ユ２／６３ ７． ０ １９

（Ｔｏｔａ１） ３０３

Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ ２０５ １／５４ ４． ６ ２７－４０

２２０ １０／５８ １４ ．０ ３０－３３

Ｂ１００ ８／６４ ２． ８ １０３

Ｂ２００ １１／６１ ５． ４ ４４０－８７０

Ｂ３００ ７／６５ ９． Ｏ ２２０－４１０

Ｂ５００ ユＯ／６８ ３． ８ ０

Ｂ２５００ ２／６７ ５． Ｏ ６４－６９

Ｂ３５００ ５／６７ １４ ．０ ６２

Ｂ５５００ ３／６３ ２３ ．５ ７２－８１

Ｂ６５００ ２／６８ ３３ ．０ ４

Ｂ７５００ ４／６９ ４４ ．０ ０

Ｂ８５００ ８／６７ ２００．０ １

（Ｔｏｔａ１） １， ０２３－１，６７３

Ｃｏｎｔｒｏ１Ｄａｔａ Ｇ－１５ ７／５５ １． ６ ２９５

Ｇ－２０ ４／６１ １５ ．５ ２０

ＬＧＰ＿２１ ユ２／６２ Ｏ． ７ １６５

ＬＧＰ＿３０ ９／５６ １． ３ ３２２

ＲＰＣ＿４０００ １／６１ １． ９ ７５

６３６／１３６／０４６

Ｓｅｒｉｅｓ 一 一
２９

１６０／８０９０Ｓｅｒｉｅｓ ５／６０ ２． １－１４ ．０ ６１０

９２４／９２４Ａ ８／６１ １１ ．Ｏ ２９

１６０４Ａ／１６０４Ｂ １／６０ ４５ ．０ ５９

１７００ ５／６６ ３． ８ １０６－１８０

３１００／３１５０ ５／６４ １０－１６ ８３－１１０

（６４１）



８４ 立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・ ６合併号）

会　　杜　　名

“Ｄａｔａ　Ｇｅｎｅｒａ１

“Ｄａｔａｃｒａｆｔ

Ｄ１ｇ１ｔａ１Ｅｑｕ１ｐｍｅｎｔ

“Ｄｉｇｉａｃ

Ｅｌｅｃｔｒｏｎ１ｃ　Ａｓｓｏｃ１ａｔｅｓ

個ＭＲ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

機種名
３２００

３３００

３４００

３５００

３６００

３８００

６４００／６５００

６６００

６８００

７６００

（Ｔｏｔａ１）

ＮＯＶＡ

１・・珊・

ＰＤＰ－１

ＰＤＰ－４

ＰＤＰ－５

ＰＤＰ－６

ＰＤＰ－７

ＰＤＰ－８

ＰＤＰ－８／Ｉ

ＰＤＰ－８／Ｓ

ＰＤＰ－８／Ｌ

ＰＤＰ－ｇ

ＰＤＰ－９／Ｌ

ＰＤＰ＿１０

ＬＩＮＣ＿８

（Ｔｏｔａ１）

Ｄｉｇｉａｃ＿３０８０

Ｄｉｇｉａｃ＿３０８０Ｃ

（Ｔｏｔａ１）

６４０

８４００

（Ｔｏｔａ１）

ＡＤＶＡＮＣＥ６０２０

ＡＤｙＡＮＣＥ６０４０

ＡＤＶＡＮＣＥ６０５０

ＡＤＶＡＮＣＥ６０７０

ＡＤＶＡＮＣＥ６１３０

ＡＤＶＡＮＣＥ６１３５

初出荷時
（月／年）

５／６４

９／６５

１１／６４

８／６８

６／６３

２／６６

８／６４

８／６４

６／６７

１２／６８

５／６９

１１／６０

８／６２

９／６３

１０／６４

１１／６４

４／６５

３／６８

９／６６

１１／６８

１２／６６

１１／６８

１２／６７

９／６６

１２／６４

１０／６７

４／６７

７／６５

４／６５

７／６５

２／６６

１０／６６

８／６７

平均 レソタル料
月　　　　　額
　（１，ＯＯＯド ノレ）

１３ ，０

２０－２８

１８，０

２５，０

５２，０

５３ ，０

５８．０

１１５ ．０

１３０．０

２３５ ．Ｏ

８． Ｏ（Ｓ）

１． ３

３． ４

１．
７

０，
９

１０．０

１． ３

０． ５

０． ４

０． ３

１． １

８． ０

１９ ，５

２５ ．０

（Ｓ）

（Ｓ）

１， ２

１２．０

５． ４

６． ６

９， ０

１５ ．０

５． ０

２． ６

設置台数
　　　　（台）

　　５５－６０

　　５５－１２５

　　　１６

　　　　１

　　　３９

　　　２０

　　３７－６７

　　４３－５１

　　　　１

　　　　１

２， ０６１－２，２７５

０

１

　　５２

　　４５

　１００

　　２１

　１６０

１． ４２９

　９１８

　９２７

　５５１

　３３８

　　１３

　　６７

　１５１

４， ７７２

１２

４

１６

５０

２１

７１

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

（６４２）



Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５）（坂本） ８５

会　　杜　　名

Ｇｅｎｅｒａ１Ｅ１ｅｃｔｒｉｃ

“Ｈｅｗ１ｅｔｔ＿Ｐａｃｋａｒｄ

Ｈｏｎｅｙｗｅ１：

　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏ１Ｄｉｖ
・

機種　名

ＡＳＩ＿２１０

ＡＳＩ＿２１００

（Ｔｏｔａ１）

１０５Ａ

１０５Ｂ

１１５

１３０

２０５

２１０

２１５

２２５

２３５

２４５

２５５Ｔ／Ｓ

２６５Ｔ／ｓ

２７５Ｔ／Ｓ

４０５

４１０Ｔ／Ｓ

４１５

４２０Ｔ／ｓ

４２５

４３０Ｔ／Ｓ

４３５

４４０Ｔ／Ｓ

６１５

６２５

６３５

６４５

４０２０

４０４０

４０５０

４０６０

（Ｔｏｔａ１）

２１１４Ａ

２１１５Ａ

２１１６Ａ

２１１６Ｂ

（Ｔｏｔａ１）

ＤＤＰ＿２４

ＤＤＰ＿１１６

初出荷時
（月／年）

４／６２

１２／６３

４／６６

１２／６８

６／６４

７／６０

９／６３

４／６１

４／６４

１１／６８

１０／６７

１０／６５

１１／６８

２／６８

５／６４

６／６７

６／６４

６／６９

９／６５

７／６９

３／６８

４／６５

５／６５

７／６６

２／６７

８／６４

１２／６６

６／６５

１０／６８

１１／６７

１１／６６

９／６８

５／６３

４／６５

平均 レソタノレ料
月　　　　額
　（１，ＯＯＯド ノレ

３． ９

４． ２

１． ３

１． ４

２． ２

４． ５

２， ９

１６．０

６． ０

８， ０

１２，０

１３ ，０

１７，０

２０，０

２３ ．０

６， ８

１１ ．０

７， ３

２３．０

９， ６

１７，０

１４，０

２５，０

３０，０

４１ ，０

４５ ，０

９０．０

５． ０

３． ０

　７．０

　８．５

Ｏ． ２５

０， ４１

０． ６

０． ６５

２， ６５

０． ９

設置台数
　　　　（台）

Ｃ

Ｃ

９０

６２０－１．０８０

　　０

　　１１

　　３５

　　１６

　１６０

７７－１１７

１５－４５

２４０－４００

７０－１３０

　　２６

　　　２６

　　２３－４３

　　　　４

　　１２９

　　　６５

　　　２３

　　　２０

１， ５６０－２，３３０

２５１

２２６

９６

２４６

８１９

９０

２３０

（６４３）



８６
立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

ＩＢＭ

会　杜　名

ＥＤＰ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ

機種名
ＤＤＰ＿１２４

ＤＤＰ＿２２４

ＤＤＰ＿５１６

Ｈ－６３２

Ｈ－１１０

Ｈ－１２０

Ｈ－１２５

Ｈ－２００

Ｈ－４００

Ｈ－８００

Ｈ－１２００

Ｈ－１２５０

Ｈ－１４００

Ｈ－１８００

Ｈ－２２００

Ｈ－３２００

Ｈ－４２００

Ｈ－８２００

（Ｔｏｔａ１）

３０５

６５０

１１３０

１４０１

１４０１－Ｇ

１４０１－ Ｂ

１４１０

１４４０

１４６０

１６２０＿Ｉ ，　ＩＩ

１８００

７０１０

７０３０

７０４

７０４０

７０４４

７０５

７０７０－２

７０７４

７０８０

７０９０

７０９４＿Ｉ

初出荷時
（月／年）

３／６６

３／６５

９／６６

８／６８

１／６６

１２１６７

３／６４

１２／６１

１２／６０

２／６６

７／６８

１／６４

１／６４

１／６６

２／７０

２／６６

１２／６８

１２／５７

１１／５４

２／６６

９／６０

５／６４

６／６７

１１／６１

４／６３

１０１６３

９／６０

１１６６

１０／６３

５／６１

１２／５５

６／６３

６／６３

１１／５５

３／６０

３／６０

８／６１

１１／５９

９／６２

平均 レソタル料

月　　 、額　（１，０００トル）

　２
．２

　３ ．５

　０．８

　３．２

　２
．５

　４．０

　５．０

　８
．５

　６，２

　２８，０

　１０，０

　１２，０

　１４，０

　５０，０

１６ ．０－２６，０

　１８，０

２１ ．Ｏ－２６，０

　５０．０

　３ ．６

　４．８

　１ ．７

　５．４

　２．３

　１ ，３

１７．０

　４ ，１

１０．０

　４．１

　５ ，０

２６ ．０

１６０，０

３２，０

２５，０

３６ ，５

３８，０

２７，０

３５，０

６０，０

６３ ，５

７５．Ｏ

設置台数
　　（台）

　７０

　５０

　２８０

　　２

１２－２５

４００－７８０

３０－１０５

６６０－１．１００

４６－７０

５２－６２

７６－２４０

　４－２０

　７－８

１１－１５

５３－１２５

　０
１－２

　１
２， ０７５－３，２７５

　５５

　６８
３． ８０７

４． ０４６

　８７０

　３２０

　２７２

２． ８６４

　２５７

　４７１

　５６３

　８］

　５
　１３

　２
　４１

　２１

　１３

　７０

　１５

　６
　１４

（６４４）



Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５）（坂本） ８７

会　　杜　　名 機　種　名

７０９４－ＩＩ

３６０－２０

３６０－２５

３６０－３０

３６０－４０

３６０－４４

３６０－５０

３６０－６５

３６０－６７

３６０－７５

３６０－８５

３６０－９１

（Ｔｏｔａ１）

“Ｉｎｔｅｒｄａｔａ Ｍｏｄｅ１２

Ｍｏｄｅ１３

Ｍｏｄｅ１４

（Ｔｏｔａ１）

ＮＣＲ ３０４

３１０

３１５

３１５＿ＲＭＣ

３９０

５００

Ｃｅｎｔｕｒｙ１００

Ｃｅｎｔｕｒｙ２００

（Ｔｏｔａ１）

叩ａｃｉ丘ｃ　Ｄａｔａ　Ｓｙｓｔｅｍｓ ＰＤＳ ＿１０２０

Ｐｈｉ１ｃｏ １０００

２０００－２１０．　２１１

２０００－２１２

（Ｔｏｔａｌ）

叩ｏｔｔｅｒ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ

ＲＣＡ

１・・
一・…

３０１

５０１

６０１

３３０１

Ｓｐｅｃｔｒａ７０＿１５

Ｓｐｅｃｔｒａ７０＿２５

Ｓｐｅｃｔｒａ７０－３５

初出荷時
（月／年）

平均 レソタル料
月　　　　　額
（１，Ｏ００ド ノレ

４／６４

３／６６

１／６９

６／６５

５／６５

４／６６

８／６５

７／６５

６／６６

１／６６

１１／６７

８３ ．０

　２．８

　５ ．３

　９ ，３

１９ ，０

１５ ，０

３３ ，０

７０．０

１３８，０

８１ ．５

１１５ ．０

１５０．Ｏ

７／６８

３／６７

８／６８

０． ２５

０． ４

０． ６

１／６０

５／６１

５／６２

９／６５

５／６１

１０／６５

９／６８

１４．０

２． ５

８，
７

１２．０

１． ９

１． ５

２． ７

７． ５

２／６４ Ｏ． ７

６／６３

１０／５８

１／６３

７． ０

４０ ，０

５２ ．０

１６ ．０ （Ｓ）

２／６１

６／５９

１１／６２

７／６４

９／６５

９／６５

１／６７

　　７，０

１４．Ｏ－１８，０

１４．０－３５ ，０

１７．Ｏ－３５ ．０

　　４．３

６． ０

９． ２

設置台数
　　　　　（台）

　　１０

７． ９６６

　　　４

８． ２１９

１． ７５８

　　７８

　　５８９

２０６

１３

１７

０

５

３２，７３９

１３

１５０

５５

２１８

１７

　８

８６０

１４５

７４０

２． ７５０

　１２２

　　　０

４， ６４２

１４５

１６

１６

１２

４４

２４０－４２０

２３－５１

　　　２

２５－６５

１２５－１７０

８６－９５

８５－１５０

（６４５）



８８

立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

会　杜　名

Ｒａｙｔｈｅｏｎ

むＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｃｏｎｔｒｏ１

Ｓｃｉｅｎｔｉ丘ｃ　Ｄａｔａ　Ｓｙｓｔｅｍｓ

Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ

　Ｌａｂｏｒａｔｏｒ１ｅｓ

機種名
Ｓｐｅｃｔａ７０＿４５

Ｓｐｅｃｔａ７０＿４６

Ｓｐｅｃｔａ７０＿５５

（Ｔｏｔａ１）

２５０

４４０

５２０

７０３

（Ｔｏｔａ１）

６５０

６５５

６６０

６７０

４７００

６７００

（Ｔｏｔａ１）

ＳＤＳ－９２

ＳＤＳ＿９１０

ＳＤＳ＿９２０

ＳＤＳ＿９２５

ＳＤＳ＿９３０

ＳＤＳ＿９４０

ＳＤＳ＿９３００

Ｓｉｇｍａ２

Ｓｉｇｍａ５

Ｓｉｇｍａ７

（Ｔｏｔａ１）

ＩＣ－４０００

ＩＣ＿６０００

ＩＣ－７０００

（Ｔｏｔａ１）

８１０

８１０Ａ

８１０Ｂ

８４０

８４０Ａ

８４０ＭＰ

（Ｔｏｔａ１）

初出荷時
（月／年）

１１／６５

１１／６６

１２／６０

３／６４

１０／６５

１０／６７

５／６６

１０／６６

１０／６５

５／６６

４／６９

４／６５

８／６２

９１６２

１２／６４

６／６４

４／６６

１１／６４

１２／６６

８／６７

１２／６６

１２／６８

５／６７

６／６９

９／６５

８／６６

９／６８

１１／６５

８／６６

１／６８

平均 レソタル料
月　　　　額
　（１０００トル）

２２，５

３３ ，５

３４．０

１． ２

３． ６

３．
２

（Ｓ）

Ｏ．
５

１．
９

２． ０

２． ７

２，
０

３０．０

１．

５

２． ０

２． ９

３． ０

３，
４

１４．０

８．
５

１．
８

６，
０

１２．０

８， ０

１６ ，０

２０．０

１．
１

０．
９

１．
２

１．
５

１． ５

２． ０

設置台数
（台）

１０５－２３５

　　　１

　　１２

７０４－１ ，２０１

１７５

２０

２７

１０７

３２９

２３

８４

４０

　１

　１

　０

１４９

　１２－６２

１５７－１８０

９８－１３２

　　２１

　　１７３

２８－３５

２２－２６

７０－１２５

２１－５８

２９－４４

６３１－８５６

３

１２

１

１６

２４

１３１

２０

　４

３３

１５

２２７

（６４６）



Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５）（坂本）
８９

会　　杜　　名

Ｓｐｅｒｒｙ　Ｒａｎｄ（ＵＮＩＶＡＣ）

“Ｖａｒ１ａｎ　Ｄａｔａ　Ｍａｃｈ１ｎｅｓ

機　種　名

Ｉ＆Ｉ１

ＩＩＩ

Ｆｉｌｅ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

Ｓｏ１ｉｄ－Ｓｔａｔｅ　８０－

　Ｌ 　ＩＩ，９０－Ｉ ，
　ＩＩ，　＆　Ｓｔｅｐ

４１８

４９０　Ｓｅｒｉｅｓ

１００４

１００５

１０５０

１１００Ｓｅｒｉｅｓ

　（ｅｘｃｅｐｔ１１０７
．

　１１０８）

１１０７

１１０８

９２００

９３００

９４００

ＬＡＲＣ

（Ｔｏｔａ１）

６２０

６２０ｉ

５２０ｉ

（Ｔｏｔａ１）

Ｔｏｔａｌｓ

初出荷時
（月／年）

３／５１＆１１／５７

　　８／６２

　　８／５６

８／５８

６／６３

１２／６１

２／６３

４／６６

９／６３

１２／５０

１０／６２

９／６５

６／６７

９／６７

５／６９

５／６０

１１／６５

６／６７

１０／６８

平均 レ：■タノレ料
月　　　　　額
　（１，ＯＯＯド ノレ

２５ ，０

２１ ，０

１５ ．Ｏ

８， ０

１１ ，０

３０．０

１． ９

２． ４

８． ５

３５ ，０

５７ ，０

６８．０

　１ ．５

　３ ．４

　７．０

１３５．Ｏ

Ｏ． ９

０． ５

設置台数
　　　（台）

２３

３１

１３

　２１０

　１１２

　８６

２． １３０

　９３６

　２００

　　９

　１１

　５６

　１７５

　１４４

　　３

　　２

４， １４１

７５

４８０

２０

５７５

１・・
・…一・叫…

（出所）Ｃｏ刎〃舳ｏ〃ルまｏ舳〃
ｏ〃，Ｖｏｌ ．１８，Ｎｏ

・７，Ｊｕｎｅ３０ ・１９６９ ・Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｅｎｓｕｓ より作成 。

（注）Ｏ　本表の設置台数は，前掲の表３０，３４にくらべても・より多く推定や不詳の部分を合んでい乱 一印は

　　　　不詳，２つの数字が並記してある場合は推定に幅があることを示す。
　　　◎　会杜名の頭部の“ 印は，当該会杜が１９６５年以降新たに登場したものであることを示す（前掲表３４を比

　　　　較参照） 。
　　　＠　平均レンタル料月額欄で（Ｓ）とな っているのは「売り切りのみ（Ｓｏｌｄ　Ｏｎｌｙ）」であることを示す 。

　　　　したが って，金額はｒ売り切り価額」である 。

　　　＠　設置台数欄のＣは合計のみが示されていることを示す 。

（それらの企業は，表３５の企業の頭に＊ 印を付したものである）・ これらの企業も１新

規参入をしたとはいえ，大体はごく少たい設置台数しかもちえていない企業で

あり ，やはり大勢に影響のある企業ではたかった。しかし，これらのうちで ，

注目されるのは，設置台数がすでに５００台を超えることにたっているヒュレッ

ト・ バッカード杜（Ｈｅｗ１ｅｔｔ－ＰａｃｋａｒｄＣｏ．）とバリアソ ・デ ータ ・マシソズ杜（Ｖａ一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４７）



　９０　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

「１ａｎ　Ｄａｔａ　Ｍａｃｈｍｅｓ　Ｃｏｒｐｏ・ａｔ・ｏｎ）の場合である。これらの企業に共通しているの

は， これら企業の コソピ ュータ機種が，表からあきらかなように，レソタノレ料
月額が１，１・・ド ／レ以下のいわゆる１ニコソピ ー一タであるということである

。

このような価格帯の小型 コソピ ュータは，これまでの コソピ ュータ産業の中に
は， 構造的には存在しなかったものである。これらの企業は，このような，こ

れまで存在しなかった新しい コンピ ュータ産業の領域へ進出することによっ て，

上のように設置台数を伸ばしたわげである
。

　ところで・このようなミニコ：／ピ ュータの領域を自ら拓くことにな ったのは ，
１９６５年から６９年の問に・２５３台から４，７７２台へ， 急激に設置台数を伸ばすことに

なっ たティシタル ・エクイブメ；■ト杜（Ｄｌｇ１ｔａ１Ｅｑｕ１ｐｍｅｎｔＣｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ）であ
っ

た。 この会杜は，１９５７年，マサチ ュセヅツエ科大学（Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ　Ｉｎｓｔ・ｔｕｔｅ　ｏｆ

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ通称ＭＩ　Ｔ）にいた２人のエソソニァによっ て設立され，１９６０年に

最初の コンピ ュータＰＤＰ－１（ＰＤＰはＰｒｏｇｒａｍｍｅｄ　Ｄａｔａ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒの略）を出し

た。 その後しだいに小型の コソピ ュータを手がげていき，１９６５年には，１万
ドル ．コソピ ュータと呼ぱれる超小型 コソピ ュータ ，ＰＤＰ－８を出したが，こ

れはそれまでの コソピュータ産業，すなわちいわゆる汎用 コソピ ュータ産業に

は存在しなかったミニコンピ ュータ産業の領域を拓く突破口となった。その後 ，

ディジタル ・エクイプメソト杜はこのＰＤＰ－８を契機に自ら拓いたミニコソピ

ュータ産業で急激に市場を拡大し，「ミニコソの “Ｉ　Ｂ１〉ピ」と呼ぱれるほどの

大成功を納めることになったが，上のようなこの問の設置台数の推移は，まさ

にこの会杜のこのような進出を物語るものであ った 。

　こうして・ティシタル ・エクイブメソト杜ｐＤＰ－８によっ てミニコソピ ュ＿
タ産業が拓かれてくると，１９６０年代後半から７０年代にかげてここにはさまざま

た企業が参入してくることになるが，先のヒュレット ・バッヵ一ド杜やバリァ

ソ． データ ・マシンズ杜はその第１陣であ った。そして，表の新規参入企業の

中ではさらにテータ ・ゼネラル杜（Ｄａｔａ　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ）やイソターテータ

杜（ＩｎｔａｄａｔａＣｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ）がその後の展開の中で重要な位置を占めてくるのであ

るが・このようなミニコソピ ュータ産業の展開とそれが コ：／ピ ュータ産業全体

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４８）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５）（坂本）　　　　　　　　　　　　９１

に及ぽす影響については，１９７０年代以降をあつかう次早であらためて問題とす

　　　　　３０）
ることにする 。

　さて，以上のようた，この間のいくつかの企業の消長にもかかわらず，この

時期においてもアメリカ ・コソピ ュータ産業の中心的た担い手であ ったのは ，

１９６５年段階と同じくＩ　ＢＭ杜とそれを取りまく一群の企業であ った。しかも ・

この時点になると ，　「白雪姫と７人の小人たち（Ｓｎｏｗ　Ｗｈｉｔｅ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｓｅｖｅｎ

Ｄｗａｒｆｓ）」という１９６０年代のアメリカ ・コソピ ュータ産業を特徴つげる構図が

明瞭に浮び上がることになっていた。すなわち，１９６５年時点とくらべてみると ・

その当時は設置台数でまだ中心企業グノレープの一角をなしていたゼネラル ・プ

レシジ ヨソ杜とモソロー・ カルキ ュレーティソグ ・マシソ杜が姿を消し（前者

はコソトローノレ ・データ杜にょっ て買取された），結局，Ｉ　Ｂｌ〉［杜とそれを取りまく １

バローズ杜，コソトローノレ ・データ杜，ＧＥ杜，ハネウェ ル杜，Ｎ　Ｃ　Ｒ杜 ，

ＲＣＡ杜，スペリー・ ラソド杜という７杜が浮び上ることになっていたからで

ある（先にのべたデ ィジタル ・ニクイプメソト杜については，これまでの コソピュータ

産業，すなわちいわゆる汎用 コソピュータ産業に対してミニコソピュータ産業を形成し

つつあるものとして ，別あつかいにしておく）。

　以上のようなアメリカ ・コソピ ュータ産業にあ って，Ｉ　ＢＭ杜はどのようた

地位を占めるようになっていたか 。

　コソピ ュータ情報誌Ｃ０〃〃伽ｓ伽６五〃０舳伽犯に依拠する表３５の数字はか

ならずしも完全なものではなく ，不詳部分や推測によっ て一定の幅をもっ て表

示されている部分を含んでいる。しかし，他によりふさわしい数字が得られな

いのでこれによっ てみてみると，まずすでにのべたような新興のミニコソピ ュ

ータの部分も含めた コソピ ュータ産業全体の中では，Ｉ　ＢＭ杜は，設置総台数

の５７．Ｏ％（設置総台数を下限５７，４０４台とした場合）たいし５３．７劣（設置総台数を上限

６０，９６０台とした場合）を占めることにな っていた（Ｉ　ＢＭ杜の設置台数は３Ｚ７３９台）・

ミニコソピ ュータは台数的には当然にそれまでの汎用 コソピ ュータより急速に

増加する傾向があったので，それを含めた コソピ ュータ産業全体の中では・汎

用コソピ ュータ ・メーカーとしてのＩ　ＢＭ杜の設置台数 シヱ アは，こうして

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４９）



　９２　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

１９６５年時点にくらべてさらに低下せざるをえなかったわけである 。

　しかし・市場の実際をより具体的にみれぱ，大物の汎用 コソピ ュータと小物

のミニコソピュータとは相対的に独自の産業を構成するものとみるのが現実的

である。このような視点に立って，表３５からミニコソピュータの部分をはずし

て（具体的には，レソタル料月額１，０００ドル未満のものをミニコソピュータとみなしてい

る）・汎用 コソピュータ産業だげでみてみると，Ｉ　ＢＭ杜は設置総台数の６４．３

％（設置総台数を下限５０，８４３台とした場合）ないし６０．１劣（設置総台数を上限５４，４４９

台とした場合）を占めることにたっていた。すなわち，汎用 コンピュータ産業に

ついてみてみると ・Ｉ　Ｂ１〉［杜の設置台数 シェ ァはむしろかなり上昇することに

なっ ていた・システム３６０のカによっ て， Ｉ　Ｂ１〉［杜はｒ第２世代」の末期にい

く分低下させた設置台数 シェ ァを，こうして１９６０年代末に盛り返すことにな
っ

たわげである 。

　これに対して，ＩＢＭ杜の最大の競争相手であるスペリー・ ラソド杜
（ＵＮＩＶＡＣ）は・１９６５年時点ですでに予想されたように，この時期になると，設

置台数 シェ ァをさらに８．１～７．６％に低下させることにた った。これによっ て，

Ｉ　ＢＭ杜を取りまく「７人の小人」の間では，スペリー・ ラソド杜と他の６杜

との間が大きく接近することにな った 。

　以上では，市場構造の変化をもっぱら設置台数べ一スで示してきたが，最後

にこれを設置金額を指標としてみておく 。すでに前掲表３２（本稿（４），本誌，第３２

巻第４号・４６ぺ一ジ）で１９６０年代におげる主要 コソピュータ製造企業の設置金額

シェ アの推移を示してあるのでこれによっ て事態の推移をみてみると ，Ｉ　ＢＭ

杜のシ ェァは・上で示した設置台数 シェ ァの推移と同じ推移を示している。す

なわち，Ｉ　ＢＭ杜は「ハネウェ ル推定」，「業界紙推定」いずれによっ ても（そ

の意味については表３２の注を参照），「第２世代」から「第３世代」への移行期に

あたる１９６０年代の半ぱに一度 シェ アを後退させたあと，６０年代末にはふたたび

シェ アを回復させることにたっている。　「業界紙推定」によれぱ，Ｉ　ＢＭ杜の

シェ ァは・１９６３年に７４．５劣に達したあと，１９６５年には一たん６６．７〃こまで低下

したが・１９６７～６８年にはふたたび７４．３～７４．６％にまで回復している
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６５０）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（５〕（坂本）　　　　　　　　　　　　　９３

　これに対して，Ｉ　ＢＭ杜の競争企業群「７人の小人」の状況をみてみると ・

まずスペリー・ ラソト杜は１９６０年代に入って以降，設置金額でも大幅にそのノ

ェアを低落させることにな った。すなわち１９６０年には１６．２劣だ ったシ ェアが

１９６２年には１２．４％になり ，１９６８年には５．６刎こまで低落することにた っている 。

　他方，スベリー・ ランド杜を除く６杜についていえぽ，この間比較的に大き

くシ ェアを伸ぱしたのはハネウエル杜とコソトローノレ ・データ杜であ った。両

杜は，１９６０年にはまだ１．Ｏ％程度のシ ェアしかもっ ていなかったが
，１９６８年に

はスペリー・ ラソド杜につぐ４．１％，３．９％のシ ェアをもつようになっていた 。

また，ＮＣＲ杜もＯ．４％から２．２％までシ ェアを拡大した。しかし，他の３杜

についてはそのシ ェァは一進一退で，めだった上昇を実現することはなかった ・

これらの中で，とくにＲ　ＣＡ杜とＧＥ杜については，むしろ下降傾向がめだ っ

てきていた（これが，１９７０年代に入ると両者の コソピュータ事業からの撤退につながる

ことになるが，この点については，次章でふれることになる）。

　こうして，　「７人の小人」の問ではいくらかシ ヱァの上下がみられた。しか

しそれは，１９６０年代はじめの段階と同じように，結局，お互どうしの問のシ ェ

アの取り合い，とりわげスペリー・ ラソド杜の分の浸食によるものであり ，

Ｉ　ＢＭ杜の分に大きく食い込むシ ヱアの上昇というものではなか った。したが

って，いくつかの企業でシ ェァの上昇がみられたとはいえ，それらもまだ５％

にも満たない程度の水準にとどまっ ていた 。

　以上が，　「第３世代」も最終段階を迎えた，１９６０年代末のアメリカ ・コソピ

ュータ産業における市場構造の大体の構図であ った 。

　　３０）ティソタノレ ・エクイプメソト杜（Ｄ
１ｇ１ｔａ１Ｅｑｕ１ｐｍｅｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ 通称ＤＥ

　　　 Ｃ） ，およびそれが拓くことにな ったミニコソピュータ産業については，さしあ

　　　たりＧｕｍｐｅｒｔ，Ｄ
．，

Ｒａｇｓ　ｔｏ　Ｒｉｃｈｅｓ－Ｄｉｇｉｔａ１Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　Ｒｉｄｅｓ　Ｗａｖｅ　ｏｆ　Ｓｕｃ
－

　　　 ｃｅｓｓ　ｆｒｏｍ　Ｍ１ｎ１ｃｏｍｐｕｔｅｒｓ，ＷｏＺＺ　Ｓ加９オ１ｏ鮒伽Ｚ，Ｊｕ１ｙ１８
・１９７８・Ｕｔｔａ１・Ｂ ・Ｔｈｅ

　　　 Ｇｅｎｔ１ｅｍｅｎ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｕｐｓｔａｒｔｓ　Ｍｅｅｔ　ｉｎ　ａ　Ｇｒｅａｔ　Ｍｉｎｉ　Ｂａｔｔ１ｅ，Ｆｏ〃舳２，Ａｐｒｉ１

　　　 ２３．１９７９，北正満『Ｉ　ＢＭとの攻防』第２章，たどを参照 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）（１８８３年１２月２５日）

（６５１）




